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ヒマラヤ登頂報告
8000m峰 を 対 象 と

した今 年度 の海 外登 山

基 金 助 成 対 象 2隊 の 意

欲 的 な登 攀 が行 われ ま

した。東京 農 業大 学 は

環 境 に配 慮 しなが らエ

ヴ ェ レス トとロー ツ ェ

の連 続 登 頂 を、 明治 大

学 はア ンナ プル ナ I峰
の難 ル ー ト南壁 か ら登

エヴェレスト(左 )とローツェ(右)    ]頁 し、単独ク ラブ出身

者 に よる8000m全 14座 登頂 を 目指す とい う意欲 的な活動

を完結 させ ました。今年 の ヒマ ラヤ は天候が極端 に悪 く、

両隊 とも大変苦労 した ようですが無事 目的を達成 しました。

12月 には東海支部 を中心 とす る冬期 ロー ツ ェ南壁登 山隊

が初登攀 を目指 します。

今月号 は、単独大学やク ラブの大 きな登 山活動 をお伝 え

しましたが、来月号で は山岳会初 めてのシニア登 山隊や最

近 の公募隊、個人 の楽 しみの海外登 山な どをお伝 えしよう

と思 ってお ります。      (会 報委員会 )

東
京
農
業
大
学
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト

・
□
―
ツ
ェ

環
境
登
山
隊
２
０
０
３
報
告
　
　
　
長
久
保
浩
司

３
月
１６
日
、
我
々
環
境
登
山
隊

一
行

は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
空
路
ル
ク
ラ
ヘ

出
発
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
登
山
隊
９

人
、
環
境
調
査
隊
の
学
生
８
人
と
部
長

先
生
１
人
の
計
１８
人
。
農
大
に
と
っ
て

は
１
９
９
５
年
の
ト
ウ
イ
ン
ズ
登
山
以

来
の
登
山
隊
で
あ
る
。
今
回
は
今
ま
で

と
違
い
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
ル
ー
ト
お
よ
び

Ｂ
Ｃ
周
辺
の
水
質
、
ゴ
ミ
や
ト
イ
ン
な

ど
の
調
査
や
、
ハ
イ
キ
ヤ
ン
プ
の
ゴ
ミ

や
糞
便
の
回
収
等
、
環
境
に
配
慮
し
た

登
山
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

隊
荷
は
シ
ェ
ル
パ
に
ま
か
せ
て
、
先

行
さ
せ
て
い
た
の
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
高

所
順
応
に
専
念
で
き
、
非
常
に
助
か
っ

た
。
今
回
は
環
境
調
査
隊
、
登
山
隊
と

も
に
学
生
が
い
る
の
で
、
毎
日
の
行
動
　
＞

に
は
気
を
遣

っ
た
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
　
は

ペ
ー
ス
、
そ
し
て
休
養
を
し
っ
か
り
と

っ
た
た
め
、
幸
い
大
き
く
体
調
を
崩
す

者
も
な
く
、
全
員
無
事
に
Ｂ
Ｃ
に
入
る

こ
と
が
で
き
た
。
Ｂ
Ｃ
は
す
で
に
何
隊

か
入
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
混
雑

は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日

に
日
に
パ
ー
テ
イ
ー
が
増
え
て
い
き
、

ま
た
た
く
間
に
街
に
な

っ
た
。

正
面
に
は
悪
名
高
き

「ア
イ
ス
フ
ォ

ー
ル
」
が
見
え
る
。
ル
ー
ト
は
、
Ｓ
Ｐ

Ｃ
Ｃ

（∽
”
∞
”
「
ヨ
”
多
”
「
〇
〓
二
一〇
コ

Ｏ
ｏ
⊃
吋
ｏ
一
の
Ｏ
ヨ
ヨ
〓
①
①
）
や
イ
ン
ド

ｏ

ネ
パ
ー
ル
ア
ー
ミ
ー
隊
が
中
心
と
な
り
、

各
隊
シ
ェ
ル
パ
合
同
に
よ
る
工
作
で
、
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ロ
ー
プ
が
伸
び
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
、

Ｂ
Ｃ
に
は
３０
隊
ほ
ど
の
チ
ー
ム
が
集
ま

り
、
我
々
は
そ
の
う
ち
の
１
隊
に
す
ぎ

ず
、
我
々
が
意
見
を
挟
む
余
地
は
な
く
、

ル
ー
ト
が
伸
び
る
の
を
た
だ
た
だ
待
つ

だ
け
で
あ

っ
た
。
楽
と
い
え
ば
楽
な
の

だ
が
、
登
山
の
本
質
と
は
少
し
ず
れ
て

い
る
よ
う
に
も
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
多
く
の
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
に
登

れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
却

っ
て
危
険
で

あ
る
。
き
っ
ち
リ
ル
ー
ル
を
決
め
な
け

れ
ば
、
８
０
０
人
も
の
人
間
が

一
緒
に

登
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
逆
に

自
分
た
ち
の
登
山
を
展
開
し
た
い
人
た

ち
は
、
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
の
ノ
ー
マ
ル
ル

ー
ト
に
は
来
て
は
い
け
な
い
。

我
々
は
基
本
的
に
全
員
同

一
行
動
と

し
た
。
登
山
活
動
は
順
調
に
進
み
、
４

月
２９
日
ロ
ー
ツ
ェ
・
ア
タ
ッ
ク
態
勢
が

整

っ
た
。
当
初
は
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
、
ロ

ー
ツ
ェ
を
同
時
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
、
そ

の
後
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
再
度
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
、
ロ
ー
ツ
エ
・
ア
タ
ッ
ク
と

い
う
予
定
で
あ

っ
た
が
、
若
い
メ
ン
バ

ー
に
順
応
が
完
全
で
は
な
い
者
が
何
人

か
い
て
、
と
て
も
同
時
両
峰
ア
タ
ツ
ク

が
で
き
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
計
画
を
変
更
し
、
ま
ず
、
ロ
ー
ツ
ェ

に
比
較
的
調
子
の
良
い
谷
川
、
長
久
保
、

広
瀬
、
吉
田
、
中
村
の
５
人
が
ア
タ
ッ

ク
。
そ
の
後
い
っ
た
ん
Ｂ
Ｃ
に
下
り
て

休
養
後
全
員
で
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
ヘ
ア
タ

ッ
ク
と
い
う
計
画
に
変
更
し
た
。
ア
タ

ッ
ク
前
に
は
両
峰
と
も
い
っ
た
ん
ペ
リ

チ

ェ

（約
４
２
０
０
厨
）
ま
で
下
り
て

休
養
を
と
っ
た
。

ロ
ー
ツ
ェ
ヘ
は
Ｃ
４
か
ら
雪
壁
を
登

り
、
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に
入
る
。
ク
ー
ロ

ワ
ー
ル
は
雪
は
少
な
く
ガ
ン
が
露
出
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
少
々
登
り
に
く

い
が
、
技
術
的
に
は
問
題
な
く
５
月
１０

日
５
人
全
員
が
ロ
ー
ツ
ェ
頂
上
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ロ
ー
ツ
ェ
か
ら
見

る
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
は
圧
倒
的
な
高
さ
で

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
。
本
番
は
ま
だ

先
で
あ
る
。

５
月
２１
日
、
サ
ウ
ス
コ
ル
の
エ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
Ｃ
４
へ
入
っ
た
。
数
日
前
ま
で

非
常
に
風
が
強
か
っ
た
た
め
、
Ｃ
４
で

待
機
し
て
い
た
パ
ー
テ
イ
ー
が
諦
め
て

続
々
と
下
山
し
て
い
た
。
サ
ウ
ス
コ
ル

に
は
雪
は
な
く
、
ま
た
以
前
聞
い
て
い

た
ほ
ど
の
ゴ
ミ
は
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
な
か
っ
た
。
調
子
の
良
い
者
は
１２

時
前
後
に
到
着
し
た
が
、
調
子
が
今
ひ

と
つ
の
者
は
３
～
４
時
く
ら
い
ま
で
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
到
着
時
間
の

差
が
そ
の
ま
ま
ア
タ
ッ
ク
に
響
い
て
し

ま
っ
た
。

着
い
て
す
ぐ
に
寝
る
態
勢
に
入
り
、

そ
の
日
午
後
７
時
に
は
起
床
し
、
午
後

９
時
半
に
ア
タ
ッ
ク
ヘ
出
発
し
た
。
天

気
は
ま
あ
ま
あ
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で

ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
の
登
頂
者
は
な
く
、

そ
の
た
め
ル
ー
ト
は
ま
だ
頂
上
ま
で
伸

び
て
い
な
か
っ
た
。
各
パ
ー
テ
イ
ー
の

シ
ェ
ル
パ
合
同
パ
ー
テ
イ
ー
が
先
行
し

ル
ー
ト
を
伸
ば
し
て
い
つ
た
。
ヘ
ツ
ド

ラ
ン
プ
の
行
列
は
ま
る
で
富
士
山
登
山

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
や
が
て
明
る
く
な

り
、
遠
く
マ
カ
ル
ー
が
望
め
た
。
酸
素

は
、
ロ
ー
ツ
ェ
登
頂
者
は
２
本
、
そ
れ

以
外
の
者
は
３
本

（そ
の
う
ち
シ
ェ
ル

パ
に
１
本
を
背
負

っ
て
も
ら
う
）
を
毎

分
２
円り
で
吸
っ
た
。
明
る
く
な
る
に
つ

れ
て
風
が
強
く
な
り
、
南
峰
を
越
え
る

頃
に
は
、
フ
イ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
が
大
き

く
弧
を
描
く
ほ
ど
に
ま
で
強
く
な

っ
て

い
た
。
し
か
し
、
寒
さ
は
さ
ほ
ど
感
じ

ず
、
ダ
ウ
ン
ミ
ト
ン
を
途
中
で
普
通
の

オ
ー
バ
ー
ミ
ト
ン
に
交
換
し
た
。

６
時
５０
分
に
ま
ず
谷
川
が
登
頂
、
続

い
て
私
が
頂
上
に
着
い
た
。
ま
だ
か
ろ

う
じ
て
周
り
の
景
色
が
見
え
て
い
た
。

続
い
て
吉
田
、
学
生
の
山
村
が
着
い
た

が
、
こ
の
頃
景
色
は
完
全
に
ガ
ス
で
見

え
な
く
な

っ
て
い
た
。
学
生
の
山
村
が

登
っ
た
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て
大
き
な

喜
び
で
あ

っ
た
。
１
時
間
ほ
ど
頂
上
に

い
て
、
下
山
を
始
め
た
。
そ
の
直
後
に

す
れ
違
い
で
廣
瀬
が
登
頂
。
こ
の
頃
風

が
最
も
強
く
な
り
、
そ
の
後
の
残
り
４

人
の
ア
タ
ッ
ク
は
中
止
し
た
。
　
　
　
　
＞

そ
れ
で
も
後
か
ら
登

っ
て
来
る
パ
ｌ
　
ω

テ
イ
ー
は
後
を
絶
た
な
い
。
無
事
を
祈

り
つ
つ
先
を
急
い
だ
。
酸
素
を
吸
っ
て

い
る
と
は
い
え
、
ペ
ー
ス
は
上
が
ら
な

い
。
フ
ラ
フ
ラ
に
な
り
な
が
ら
や
っ
と

の
お
も
い
で
Ｃ
４
に
到
着
。
頂
上
を
後

に
し
て
か
ら
６
時
間
以
上
か
か
っ
て
い

た
。
そ
の
日
は
テ
ン
ト
に
入
る
と
食
事

も
摂
ら
ず
に
寝
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
、
我
々
の
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

は
終
わ

っ
た
。
し
か
し
、
決
し
て
大
成

功
と
は
言
え
ず
、
多
く
の
課
題
、
反
省

点
を
残
し
た
。
登
れ
た
者
、
登
れ
な
か

っ
た
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
考
え
、
反
省
し
、

次
の
登
山
に
繋
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ローツェから見たエヴェレスト
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明
治
大
学
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
南
壁
２
０
０
３

菫
塁
廼
【蜻鞭
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
和
弘

明
治
大
学
山
岳
部
お
よ
び
炉
辺
会

（Ｏ
Ｂ
会
）
の
８
０
０
０
”川
峰

へ
の
挑

戦
は
、
大
塚
博
美
会
員
に
よ
る
、
日
本

山
岳
会
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
へ
の
参
加
に

始
ま
る
。
１
９
７
０
年
、
植
村
直
己
が

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
登
頂
し
、
炉
辺
会
に
と

っ
て
初
め
て
の
８
０
０
０
日川
峰
登
頂
者

と
な
る
。
以
来
、
着
々
と
実
績
を
重
ね
、

９７
年
に
は
マ
ナ
ス
ル
に
８
名
の
大
量
登

頂
者
を
出
し
、
炉
辺
会
員
に
よ
る
８
０

０
０
μ川
峰
登
頂
は
１０
座
に
達
し
た
。
２

０
０
１
年
に
明
治
大
学
創
立
１
２
０
周

年
、
翌
０２
年
に
は
山
岳
部
創
部
８０
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り

「ド
リ
ー
ム
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
」
と
銘
打
ち
、

１４
座
完
登
を

目
指
し
て
、
残
る
４
座
に
登
山
隊
を
派

遣
し
た
。　
一
昨
年
の
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ
ル

ム
ー

・
Ｈ
峰
、
昨
年
の
ロ
ー
ツ
ェ
と
３

座
す
べ
て
全
員
登
頂
に
成
功
。
残
り
１

座
。ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
は
、

１４
座
の
中

で
最
も
成
功
率
が
低
く
、
日
本
人
に
と

っ
て
は
登
頂
者
よ
り
も
死
者
の
方
が
多

い
と
い
う
歴
史
が
、
そ
の
危
険
さ
を
物

語

っ
て
い
る
。
我
々
は
、
技
術
的
に
困

難
で
も
、
致
命
的
な
大
雪
崩
に
見
舞
わ

れ
る
危
険
の
少
な
い
と
思
わ
れ
る
南
壁

を
ル
ー
ト
に
選
び
、
ロ
ー
ツ
ェ
登
山
後

に
偵
察
を
行
っ
た
。
本
隊
に
は
全
員
８

０
０
０
口川
峰
の
サ
ミ
ッ
タ
ー
を
揃
え
、

そ
の
延
べ
登
頂
数
は
９
座
、

２６
回
に
登

る
強
力
な
隊
が
編
成
さ
れ
た
。

３
月
２９
日
、
４
２
０
０
Ｍ川
の
モ
レ
ー

ン
に
Ｂ
Ｃ
を
建
設
。
登
攀
活
動
は
、
連

日
午
後
の
降
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ス
ノ
ー

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
な
が
ら
の
ル
ー
ト
エ

作
を
強
い
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
偵
察
の

効
果
も
あ
り
、
順
調
に
ル
ー
ト
を
延
ば

し
、
４
月
２６
日
に
核
心
部
の

「フ
ラ
ッ

ト
ア
イ
ロ
ン
」
基
部
、
７
１
５
０
”川
地

点
に
到
達
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
大

き
く
天
候
が
崩
れ
、
全
隊
員
が
Ｂ
Ｃ
に

一
時
撤
退
、
Ｂ
Ｃ
で
も
ひ
と
晩
に
６０
考

も
の
積
雪
に
見
舞
わ
れ
る
。
英
国
隊
の

記
録
に
あ
る
よ
う
に
、
朝
は
晴
れ
て
も

昼
に
な
る
と
雲
が
湧
い
て
き
て
、
午
後

に
は
雪
が
降
る
パ
タ
ー
ン
が
毎
日
続
い

た
。
結
局
終
日
雪
が
降
ら
な
か

っ
た
の

は
ア
タ

ッ
ク
日
だ
け
だ

っ
た
。

天
気
が
回
復
し
た
５
月
６
日
か
ら
、

核
心
部
か
ら
の
ル
ー
ト
エ
作
。
Ｃ
２
は

３
陣
川
も
埋
没
し
て
い
た
。
丸
２
日
が
か

り
で
Ｃ
２
を
再
建
し
、

１２
日
、
フ
ラ
ッ

ト
ア
イ

ロ
ン
の
岩
壁
を
突
破
。
最
終
キ

ヤ
ン
プ
と
な
る
Ｃ
４
は
、
雪
の
リ
ッ
ジ

を
切
り
崩
し
て
も
、
１
畳
ほ
ど
の
ス
ペ

ー
ス
し
か
な
く
、
ビ
バ
ー
ク
の
よ
う
な

状
態
で
、
皆
膝
を
抱
え
た
ま
ま
、　
一
睡

も
せ
ず
に
１６
日
の
ア
タ
ッ
ク
日
を
迎
え

た
。
午
前
３
時
に
出
発
。
７
時
過
ぎ
に

７
７
０
０
Ｍ
川
の
ミ
ニ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
上

の
雪
田
に
出
た
が
、
そ
こ
か
ら
の
ナ
イ

フ
リ
ッ
ジ
と
雪
壁
が
非
常
に
長
く
、
苦

労
さ
せ
ら
れ
た
。
幸
い
こ
の
日
だ
け
は

好
天
が
続
き
、
午
後
２
時
４０
分
に
頂
上

に
達
し
た
。

シ
ェ
ル
パ
２
人
を
含
む
８
名
の
大
量

登
頂
か
つ
無
事
故
と
い
う
、
最
高
の
結

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
ル
ー
ト
エ

作
は
す
べ
て
日
本
人
隊
員
が
行
い
、
荷

上
げ
も
日
本
人
主
導
、
最
終
キ
ヤ
ン
プ

へ
の
荷
上
げ
は
日
本
人
の
み
、
当
然
ラ

ッ
セ
ル
も
自
分
た
ち
で
行
う
と
い
う
、

本
来
の
登
山
が
で
き
た
。
し
か
も
、
ア

ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
全
体
で
我
々
の
ほ
か

に
登
山
隊
は
な
く
、
余
計
な
こ
と
に
気

を
遣
う
こ
と
な
く
、
山
に
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
自
分
た
ち
の
力
で
登

っ

た
と
、
胸
を
張
れ
る
登
山
で
あ

っ
た
。

最
後
の
最
後
に
好
天
に
あ
た
り
、
幸

運
に
恵
ま
れ
た
が
、
こ
の
幸
運
は
我
々

が
実
力
で
手
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

抜
群
の
体
力
と
、
決
し
て
折
れ
な
い
精

神
力
を
全
隊
員
が
持
ち
、
ど
ん
な
苦
境

に
も
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
に
頂
上
を
目

指
し
た
か
ら
こ
そ
、
神
も
味
方
し
た
の

だ
ろ
う
。
そ
ん
な
我
が
部
の
根
底
に
は
、

学
生
時
代
の
苦
し
い
合
宿
が
あ
る
。
明

大
山
岳
部
は
と
か
く
時
代
遅
れ
を
言
わ

れ
る
が
、
地
道
な
活
動
が
生
む
成
果
を

今
回
の
登
山
が
証
明
し
た
と
言
え
る
。

８０
年
に
及
ぶ
部
の
歴
史
の
中
で
、
こ
う

し
て
脈
々
と
明
治
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

タ
ス
キ
が
こ
こ
ま
で
つ
な
が

っ
た
こ
と

は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、

１４
座

へ
の
挑
戦
の
中
で
、
死
者
が
ひ
と
り
も

出
な
か

っ
た
こ
と
も
、
大
い
に
誇
れ
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
成
果
を
元
に
、
今
後

は
さ
ら
に
自
由
な
発
想
で
、
各
自
目
標

を
定
め
て
、
自
分
の
登
山
を
発
展
さ
せ

て
い
け
れ
ば
、
と
思

っ
て
い
る
。

アンナプルナI峰南壁英国ルート

(3)
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日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

今
年
も

「う
か
い
鳥
山
」
で

第
４６
回
有
志
閑
談
会
は
今
年
も
高
尾

の

「う
か
い
鳥
山
」
で
去
る
６
月
２１
日

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は
３０
名
、

遠
方
か
ら
の
会
員
は
北
九
州
の
吉
村
健

児
、
兵
庫

・
西
宮
の
宗
賞
慶
子
、
長
野

か
ら
の
原
謙

一
の
各
会
員
。
世
話
人
は

す
で
に
４
年
間
務
め
た
中
川
武
、
三
上

智
津
子
の
両
会
員
で
あ

っ
た
。

こ
の
閑
談
会
は
開
会
前
か
ら
な
ご
や

か
だ

っ
た
。
ま
ず
、
幹
事
の
心
遣
い
に

よ
っ
て
配
布
さ
れ
た
事
前
の
資
料
、
欠

席
者
の
近
況
そ
し
て

「有
志
閑
談
会
事

始
め
」
を
出
席
者

一
同
読
み
ふ
け
っ
た
。

「事
始
め
」
に
は
第
１
、
３
、
６
回
の

有
志
閑
談
会
の
記
念
写
真
と
第
７
回
の

寄
せ
書
き
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ

の
写
真
の
な
か
に
は
１
０
０
年
の
歴
史

に
輝
く
日
本
山
岳
会
を
支
え
て
き
た
先

人
た
ち
の
顔
が
き
ら
星
の
ご
と
く
並
ん

で
い
た
。
田
部
重
治
、
藤
島
敏
男
、
松

方
二
郎
、
日
高
信
六
郎
、
武
田
久
吉
、

冠
松
次
郎
、
別
宮
貞
俊
、
深
田
久
弥

…
…
。　
一
同
、
有
志
閑
談
会
の
果
た
し

て
き
た
伝
統
の
重
み
に
今
さ
ら
な
が
ら

深
い
感
銘
を
覚
え
た
。

有
志
閑
談
会
は
ほ
ぼ
定
刻
、

１３
時
５

分
よ
り
中
川
幹
事
の
名
司
会
で
開
会
し

た
。
乾
杯
の
音
頭
は
出
席
者
中
、
会
員

番
号
の
も

っ
と
も
若
い
坂
倉
登
喜
子
さ

ん
が
と

っ
た
。

ま
ず
、
指
名
に
よ
り
新
出
席
の
平
山

新
会
長
の
挨
拶
兼
閑
談
か
ら
始
め
ら
れ

た
。
長
く
か
か
わ

っ
て
い
た
南
極
観
測

に
つ
い
て
、
当
時
の
話
か
ら
現
在
の
状

況
を
手
短
に
話
さ
れ
た
。

出
さ
れ
た
料
理
は
ま
ず
、
こ
こ
の
名

物
加
茂
な
す
、
続

い
て
メ
イ
ン
は
炭
火

に
よ
る
焼
き
と
り
、
締
め
は
汁
も
の
と

ト

ロ
ロ
め
し
。

第46回 目を迎えた伝統の閑談会

そ
の
合
間
に
皆
勤
賞
の
高
田
真
哉
会

員
、
シ
ベ
リ
ア
の
氷
の
話
を
神
原
達
会

員
、
芳
賀
副
会
長
の
ス
キ
ー
の
話
、
記

録
性
を
重
ん
じ
る
カ
メ
ラ
の
羽
田
栄
治

会
員
と
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
座
席
で
思

い
思
い
の
歓
談
と
な

っ
た
。
ビ
ー
ル
も

酒
も
飲
み
放
題
。
酒
は
お
も
む
き
の
あ

る
青
竹
の
筒
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
み

な
さ
し
つ
さ
さ
れ
つ
旧
懐
の
思
い
出
に

ふ
け
っ
た
。

会
も
終
わ
り
に
近
づ
き
樟
尾
を
飾

っ

た
の
は

「百
年
史
」
の
編
集
に
か
か
わ

る
元
副
会
長
の
松
田
雄

一
氏
の
熱
弁
。

榎
本
武
揚
の
話
ま
で
飛
び
出
し
延
々
と

続
け
ら
れ
、
そ
の
あ
と
次
回
幹
事
小
倉
、

織
田
沢
両
会
員
の
紹
介
で
幕
を
閉
じ
た
。

恒
例
の
記
念
撮
影
は
羽
田
会
員
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
明
年
の
再
会
を
約
し
、

送
迎
バ
ス
の
人
と
な

っ
た
。（小

倉
　
厚
）

探
索
山
行

「中
央
構
造
線
と

塩
の
道
を
探
る
」

塩
の
道
は
東
経
１
３
８
度
線
上
に
中

央
構
造
線
と
フ
オ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
西
縁

に
沿
っ
て
、
糸
魚
川
よ
り
静
岡
掛
川
ま

で
、　
一
直
線
に
縦
断
す
る
。
科
学
委
員

会
で
は
、
昨
年
は
日
本
海
側

ｏ
千
国
街

道
を
中
心
に
探
索
山
行
を
実
施
し
、
本

年
は
６
月
７
、
８
日
の
日
程
で
、
太
平

洋
側
を
掛
川
か
ら
信
州
に
向
か
っ
て
、

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

早
朝
、
渋
谷
を
出
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

２
台
は
、
東
名
掛
川
Ｉ
Ｃ
に
て
、
今
回

の
講
師
で
も
あ
る

「掛
川
塩
の
道
踏
査

研
究
会
」
稲
垣
敏
彦
会
長
以
下
１０
名
の

会
員
諸
氏
と
落
ち
合
い
、
塩
の
道
に
沿

い
な
が
ら
、
火
祭
り
で
名
高
い
秋
葉
神

社
に
向
か
っ
た
。

こ
こ
で
は
古
来
の
塩
の
道
と
、
信
仰

の
道
で
あ
る
秋
葉
古
道
と
が
結
び
つ
い

て
お
り
、
整
備
さ
れ
た
表
参
道
に
は
、

昭
和
１８
年
の
山
火
事
に
よ
っ
て
多
く
の

本
が
燃
え
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
樹
齢
４

０
０
年
に
も
お
よ
ぶ
杉
が
数
多
く
残

っ

(4)
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て
お
り
、
本
殿
か
ら
は
、
遠
州
平
野
、

そ
の
中
を
貫
く
天
竜
川
も

一
望
で
き
る
。

奥
の
院
の
裏
か
ら
は
、
半
分
朽
ち
か

け
た
笹
の
茂

っ
た
、
塩
の
道
で
も
あ
る

裏
参
道
を
下
山
。
バ
ス
で
南
信
濃
村
の

宿
泊
先

「や
ま
め
荘
」

へ
移
動
後
、
講

師
の
稲
垣
氏
を
囲
み
、
質
疑
応
答
と
和

や
か
な
懇
談
会
を
楽
し
ん
だ
。

翌
朝
は
、
夜
来
の
雨
も
上
が
り
晴
天

に
恵
ま
れ
た
中
、
兵
越
峠
を
越
え
、　
一

般
に
は
比
較
的
な
じ
み
が
薄
い
、
南
信
・

遠
州
の
境
に
位
置
す
る
、　
一
等
三
角
点

の
山

「熊
伏
山
」
（１
６
５
３
厨
）
登
山

口
の
青
崩
峠

へ
。
登
山
道
の
脇
は
中
央

構
造
線
の
活
動
の
た
め
に
大
き
く
崩
壊

し
、
そ
の
名
の
通
り
、
遠
目
に
は
青
く

見
え
る
地
質
で
あ

っ
た
。

山
頂
か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
聖

岳

・
兎
岳
等
の
眺
望
を
楽
し
み
、
全
員

元
気
に
下
山
し
た
。

さ
て
今
回
の
太
平
洋
側
の
塩
の
道
は
、

山
と
し
て
の
深
み
は
北
の
千
国
街
道
に

一
歩
も
二
歩
も
ゆ
ず
る
と
し
て
も
、
山

あ
い
の
集
落
、
民
家
の
軒
先
を
通
り
、

段
々
畑
を
横
切
り
、
荷
車
を
使
用
し
て
、

塩
以
外
の
生
活
物
資
も
効
率
的
に
運
び
、

日
常
生
活
に
密
着
し
た
、
人
間
く
さ
い

道
で
あ
る
。

使
役
の

「力
」
も
、
北
は
人
力
と
牛

で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
で
は
人
力
と
主
に

馬
力
で
あ
り
、
途
中
に
は
馬
の
頭
を
そ

の
ま
ま
か
た
ど

っ
た
馬
頭
観
音
も
残

っ

て
お
り
、
秋
葉
山
信
仰
と
も
相
ま

っ
て

発
展
し
た
こ
と
等
々
、
非
常
に
興
味
深

い
も
の
で
あ

っ
た
。

最
後
に
、
事
前
の
踏
査
、
ル
ー
ム
に

お
け
る
勉
強
会
と
、
種
々
お
力
添
え

い

た
だ
い
た
、
掛
川
塩
の
道
踏
査
研
究
会

の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。
　

　

　

（井
上
　
希
夫
）

第
２３
回
日
本
登
山
医
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
さ
れ
る

５
月
３１
日
、
６
月
１
日
、
大
野
秀
樹

会
長

（杏
林
大
学
教
授
）
の
主
催
に
よ

り
、
第
２３
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
芝
弥
生
会
館

（東
京
）
で
開
か

れ
た
。
会
場
は
浜
松
町
駅
か
ら
徒
歩
７

分
と
好
立
地
で
あ

っ
た
。
展
望
は
浜
離

宮
庭
園
を
借
景
に
し
、
小
雨
に
煙
る
豊

か
な
緑
が
、
ロ
ビ
ー
で
休
憩
す
る
参
加

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
。
参
加
者
数
は

１
４
０
名
と
例
年
よ
り
も
多
く
、
盛
況

で
あ

っ
た
。
主
な
内
容
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

特
別
講
演
は
佐
藤
祐
造
氏

（名
古
屋

大
学
教
授
）
が

「山
と
生
活
習
慣
病
」

に
つ
い
て
、
該
博
な
知
識
と
広
範
な
資

料
に
基
づ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
講
演

さ
れ
た
。
″
自
分
が
講
演
す
る
時

に
役

立

つ
″
と
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
る
聴
衆

も
い
た
。

招
聘
講
演
は
、
ラ
ダ

ッ
ク

・
ツ
ゾ
ル

ト
氏
が

「低
酸
素
と
酸
化
ス
ト
レ
ス
に

つ
い
て
」
、
流
暢
な
日
本
語
に
英
語
を

交
え
て
講
演
し
、
内
容
と
も
ど
も
聴
衆

を
魅
了
し
た
。
船
木
上
総
氏

（苫
小
牧

東
病
院
）
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
で
ク
ン
バ
ス

に
落
下
し
た
経
験

「登
山
と
低
体
温
―

モ
ン
ブ
ラ
ン
か
ら
の
生
還
―
」
に
つ
い

て
、
人
生
観
を
ま
じ
え
て
話
し
、
感
銘

を
与
え
た
。

教
育
講
演
は
渡
辺
卓
也
氏

（杏
林
大

学
教
授
）
が

「登
山
医
学
と
臨
床
検
査
」

に
つ
い
て
行
い
、
あ
ら
た
め
て
高
所
が

生
体
に
及
ぼ
す
広
汎
な
影
響
を
勉
強
す

る
事
が
で
き
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「登
山
と
栄
養
」

に
つ
い
て
行
わ
れ
た

（パ
ネ
リ
ス
ト

・

阿
部
岳
、
山
本
篤
、
山
本
正
嘉
、
内
藤

広
郎
、
大
野
秀
樹
、
百
々
瀬
い
づ
み
）
。

ア
ミ
ノ
酸
飲
料

（Ｖ
Ａ
Ａ
Ｍ
）
の
生
み

の
親
で
あ
る
阿
部
岳
氏

（理
化
学
研
究

所
）
が
基
調
講
演
を
し
た
。
筆
者
は
昼

食
後
の
講
演
と
し
て
は
珍
し
く
居
眠
り

を
し
な
か

っ
た
。
講
演
内
容
も
刺
激
的

で
あ

っ
た
が
、
講
演
前
に
飲
用
し
た
ア

ミ
ノ
酸
飲
料
に
は
脳
を
賦
活
さ
せ
る
作

用
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

効
果
と
も
思
わ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
の
講
演
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
に
基
づ
い
た
説
得
力
の
あ
る
内
容

で
あ
り
、
興
味
深
か
っ
た
。
功
労
賞
は

永
年
の
呼
吸
生
理
学
に
つ
い
て
の
登
山

医
学
研
究
に
対
し
て
本
田
良
行
氏

（千

葉
大
名
誉
教
授
）
に
、
奨
励
賞
は

「海

外
旅
行
中
に
飲
用
す
る

〈水
〉
の
安
全

性
に
つ
い
て
」
の
研
究
に
対
し
夏
井
正

明
氏

（自
由
学
園
）
に
授
与
さ
れ
た
。

一
般
演
題
は
２１
題

（高
所
順
応
、
遭

難
の
調
査
、
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
、
高
山

病
の
病
態
分
析
な
ど
）
と
、
例
年
よ
り

も
多
く
、
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

山の本の古書店
在庫 目録年 2回 (5月・ 11月 )発行
ご希望の方お申込ください。

ご蔵書を整理するときはぜひ弊店に !

晴山書肩
東京都中野区上鷺宮4-6-3
TEL&FIAX 03(3990)4540

古書買入
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最
後
に
大
野
会
長
が

「日
本
登
山
医

学
研
究
の
昨
日

ｏ
今
日

・
明
日
」
と
題

し
て
講
演
し
、
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
委
員

会
の
設
置
、
抗
酸
化
サ
プ
リ
メ
ン
ト
服

用
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
な
ど
の
必
要

性
を
提
唱
し
た
。

次
回
は
橋
本
し
お
り
氏

（東
京
女
子

医
大
）
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
予
定
で
あ

る
。
発
表
さ
れ
た
内
容
は
医
療
関
係
者

に
限
ら
ず
興
味
深
く
、
実
際
に
役
立
つ

も
の
が
多
か
っ
た
。　
一
般
登
山
者
も
本

会
に
出
席
さ
れ
た
り
、
登
山
医
学
会
の

会
員
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
次
第

で
あ
る
。
講
演
内
容
に
つ
い
て
、
順
次
、

本
誌
医
療
コ
ラ
ム
欄

「ｏ
〓
ヨ
σ
ヨ
∞
や

〓
①
Ｑ
一の
一つ
の
」
で
紹
介
し
た
い
。

（野
口
　
い
づ
み
）

講
演
会

「高
山
植
物
は

な
ぜ
大
切
な
の
か
」

小
泉
武
栄
氏
（東
京
学
芸
大
学
教
授
）

の
講
演
会

「高
山
植
物
は
な
ぜ
大
切
な

の
か
。
世
界
的
な
視
野
か
ら
見
た
日
本

の
高
山
」
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。
小

泉
氏
の

『山
の
自
然
学
』
は
、
同
名
の

講
座
や
出
版
物
、
あ
る
い
は
研
究
会
の

存
在
に
よ
つ
て
、
つ
と
に
明
ら
か
で
は

あ
る
が
、
真

っ
正
面
か
ら
そ
の
内
容
に

触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

高
山
植
物
が
大
切
な
こ
と
は
、
今
や

常
識
で
あ
る
が
、
私
も
覚
え
が
あ
る
。

昭
和
２０
年
代
の
後
半
八
幡
平
の
毛
せ
ん

峠
で
、
花
摘
み
を
し
て
同
行
の
女
生
徒

に
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
同
じ
八
幡
平

で
、
数
年
前
、
高
山
植
物
の
前
に
座
り

込
ん
で
、
人
が
い
な
く
な
る
の
を
じ
つ

と
待

っ
て
い
る
女
性
が
２
人
い
た
の
を

見
た
。
こ
の
よ
う
な
人
に
、
な
ぜ
採

っ

て
は
い
け
な
い
の
か
、
説
得
で
き
る
人

が
、
わ
れ
わ
れ
の
中
に
ど
の
程
度
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
高
山
植
物
を
護
る
こ
と

が
、
今
や
ど
ん
な
に
大
切
な
こ
と
な
の

か
。
小
泉
氏
の
話
は
、
そ
の
強
い
意
志

が
柔
ら
か
な
人
柄
に
包
ま
れ
て
我
々
聴

衆
に
働
き
か
け
て
い
た
。

世
界
で
６
０
０
種
に
及
ぶ
高
山
植
物
。

そ
の
中
の
約
３
分
の
１
は
日
本
に
あ
る
。

し
か
も
固
有
種
が
多
く
、
こ
の
日
本
の

高
山
は
、
標
高
が
低
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
世
界
的
に
見
て
も
豊
か
で
厳
し
い

自
然
な
の
だ
。

ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
に
ふ
た
つ
の
タ
イ

プ
が
あ

っ
て
、
そ
の
ひ
と
つ
は
以
前
の

氷
期
の
時
に
南
下
し
て
お
り
、
間
氷
期

に
は
お
そ
ら
く
、
飯
豊
山
の
辺
り
で
ヤ

ッ
ト
コ
サ
生
き
続
け
た
。
最
終
氷
期
が

訪
れ
た
時
に
、
新
し
い
種
の
ヨ
ツ
バ
シ

オ
ガ
マ
が
南
下
し
、
こ
の
２
つ
の
種
は
、

日
本
の
中
部
以
北
の
山
域
で
、
生
き
続

け
て
い
る
、
な
ど
の
話
は
、
壮
大
な
山

と
高
山
植
物
が
地
球
規
模
の
ド
ラ
マ
を

ど
の
様
に
演
じ
て
い
る
の
か
、
語

っ
て

く
れ
て
い
る
。

い
ま
目
に
し
て
い
る
こ
の
花
に
秘
め

ら
れ
た
大
切
な
も
の
の
証
し
。
今
回
の

話
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
、

素
晴
し
い
花
と
景
観
の
写
真
や
、
そ
の

場
所
を
訪
れ
た
時
の
想
い
出
と
と
も
に

植
え
付
け
て
く
れ
て
い
た
。
す
で
に
オ

ー
バ
ー
ユ
ー
ス
の
衝
撃
波
に
晒
さ
れ
て

い
る
日
本
の
高
山
と
、
高
山
の
自
然
を

ど
の
よ
う
に
護
れ
ば
い
い
の
か
。
日
本

の
高
山
の
自
然
を
解
析
し
、
ど
の
よ
う

に
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
示
し
て
く
れ
た
講
演
会
で
あ
っ
た
。

（大
船
　
武
彦
）

第
４４
回
例
会

梅
雨
の
最
中
の
６
月
１４
日
夕
刻
、
小

や
ど
ろ
ぎ

雨
降
る
丹
沢
は
寄
の
民
宿

「仙
口
」
に

４４
名
の
会
員
が
集
ま

っ
た
。
今
回
は
会

発
足
２２
年
に
し
て
第
４４
回
の
例
会
で
あ

り
、
偶
然
の
数
字
に
も
そ
の
足
跡
を
感

じ
て
し
ま
う
。
周
囲
の
山
を
歩
い
て
き

た
人
も
お
り
、
入
浴
で
汗
を
流
し
て
も

ら
う
と
、
恒
例
の
講
義
が
始
ま
っ
た
。

講
師
の
横
浜
山
岳
協
会
顧
問

・
植
木
知

司
氏
か
ら
丹
沢
の
山
名
に
ま
つ
わ
る
話

を
伺
う
。

よ
く
歩
い
て
い
る
山
に
つ
い
て
も
初

め
て
知
る
こ
と
ば
か
り
だ
。
知
力
と
身

体
を
使
う
登
山
の
奥
深
さ
と
楽
し
み
を

再
発
見
す
る
。
続
く
夕
食
で
は
昨
年
秋

以
来
会
う
会
員
同
士
も
多
く
、
積
も
る

話
に
差
入
れ
の
地
酒
が
ま
わ
り
、
夜
半
　
＞６

ま
で
賑
や
か
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
＜

翌
朝
は
小
雨
模
様
に
な

っ
た
が
、
山

里
の
空
気
に
目
覚
め
の
コ
ー
ヒ
ー
が
う

ま
い
。
朝
食
を
済
ま
せ
る
と
昨
日
の
山

歩
き
組
は
帰
宅
す
る
も
、

１０
名
の
有
志

は
シ
ダ
ン
ゴ
山
へ
向
か
う
。
他
の
パ
ー

テ
イ
ー
が
全
く
い
な
い
路
を
た
ど
る
。

よ
く
踏
ま
れ
た
路
に
も
人
の
生
活
や

歴
史
を
感
じ
て
し
ま
う
。
貸
切
り
の
山

頂
で
は
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
再
び
ガ
ヤ

ガ
ヤ
。
帰
路
は
宮
地
山
頂
を
踏
み
、
再

び
寄
に
戻

っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
の
梅
雨

空
。
満
ち
た
心
を
お
み
や
げ
に
、
し
つ

と
り
と
静
か
な
山
里
を
後
に
し
た
。

（大
槻
　
利
行
）

今
年
も

ゃ
√
Ｌ
ＥＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
よ
う
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青
森
支
部

JAC
支部だより

第
８
回

・
自
神
山
地

ブ
ナ
林
再
生
事
業

青
森
支
部
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「第
８
回

・
自
神
山
地
ブ
ナ
林
再
生
事

業
」
が
、
６
月
２０
～
２２
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
初
日
は
台
風
６
号
か
ら
変
わ

っ

た
温
帯
低
気
圧
の
通
過
で
悪
天
候
で
し

た
が
、
天
気
が
回
復
し
た
２１
日
に
は
世

界
遺
産
地
域
に
隣
接
す
る
ス
ギ
植
林
地

で
、
成
長
不
良
ス
ギ
の
除
伐
作
業
と
、

新
た
な
作
業
道
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
地
元
農
業
高
校
の
生
徒

２６
名
、
高
尾
の
森
作
リ
ス
タ

ッ
フ
を
含

む
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
１８
名
、
協
力
者
２９
名
の

計
７３
名
で
し
た
。
農
業
高
校
の
農
場
で

全国各地の支部から、独自の活動状況を
リポー トします。

種
子
か
ら
育
て
ら
れ
た
ブ
ナ
苗
が
、
自

神
に
里
帰
り
し
て
植
え
ら
れ
た
の
も
大

き
な
成
果
で
し
た
。

２２
日
は
、
世
界
遺
産
の
コ
ア
地
域
ま

で
天
然
ブ
ナ
林
の
観
察
に
出
か
け
、
自

神
山
地
の
典
型
的
な
ブ
ナ
林
も
堪
能
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

（村
田
　
孝
嗣
）

仏
鬼

一
体

・
五
峰
巡

り

（東
光
山

・
笹
森
山

・
仏
洞
山

・
日

住
山

・
鬼
倉
山
）

東
光
山
。

１２
年
ぶ
り
に
再
登
す
る
こ

と

に
な

っ
た
。
後
日
、
当
時

の
会
報

『秋
田
山
岳
』

（平
成
３
年
、
第
１９
号
）

を
引

っ
ぱ
り
出
し
て
見
て
み
る
と
、
今

は
幽
明
境
を
異
に
し
て
し
ま

っ
た
宮
田

菊
雄
さ
ん
、
今
野
賞
さ
ん
、
中
島
富
雄

さ
ん
が
、
山
頂
の
薬
師
堂
の
前
で
撮

っ

た
写
真
に
い
る
。
娑
婆
組
の
面
々
も
ひ

と
昔
以
上
前
の
こ
と
だ
か
ら
皆
若
々
し

い
し
、
小
生
も
髪
の
毛
が
自
分
で
も
羨

ま
し
い
ほ
ど
ふ
さ
ふ
さ
と
し
て
い
る
。

鳴
呼
、
光
陰
矢
の
ご
と
し
だ
。

５
月
Ｈ
日
、
母
の
日
。
秋
田
支
部
有

志
山
行
と
い
う
こ
と
で
、
９
名
が
７
時

１０
分
、
登
山
開
始
。
懐
し
い
毘
沙
門
堂

に
詣
で
て
か
ら
東
光
山
山
頂

（５
９
４

眉
）
に
着
い
た
の
は
８
時
半
。
こ
の
御

山
は
古
来
よ
り
薬
師
信
仰
で
栄
え
た
と

こ
ろ
と
聞
く
。
山
頂
に
薬
師
如
来
ら
し

き
石
仏
が
我
々
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。

点
け
た
灯
明
を
す
ぐ
消
し
て
さ
ら
に

笹
森
山

（５
９
４

ｏ
５
肝
）
へ
急
ぐ
。

展
望
の
な
い
山
頂
に
着
く
。

再
び
東
光
山
へ
戻
り
、
タ
ケ
ノ
コ
を

採
り
な
が
ら
下
る
。
仏
洞
山
分
岐
か
ら

廃
道
を
た
ど
り
な
が
ら
、
今
回
の
目
的

の
ひ
と
つ
で
あ
る
仏
洞
山
の
正
体
確
認

に
入
る
。

２０
分
ほ
ど
行
く
と
、
ど
う
や

ら
そ
れ
ら
し
き
秘
所
め
い
た
自
黄
色
の

岩
峰
に
出
く
わ
し
た
。
詮
議
し
な
が
ら

も
各
自
納
得
し
、
山
道
へ
戻
っ
た
。
車

で
日
住
山
登
山
口
へ
向
か
う
。

正
午
を
少
し
過
ぎ
た
頃
、
登
山
口
に

陣
取

っ
て
昼
食
タ
イ
ム
と
な
る
。
腹
ご

し
ら
え
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
登
山
開
始
。

１３
時
１５
分
、
日
住
山
山
頂

（６
０
６

厨
）
に
着
い
た
。
以
前
に
も
詣
で
た
こ

と
の
あ
る
小
祠
が
あ
り
、
中
央
に
剣
、

向
か
っ
て
右
に
大
日
如
来
、
左
に
薬
師

如
来
が
祀
っ
て
あ

っ
た
。

残
る
は
あ
と

一
峰
、
鬼
倉
山

（約
６

０
０
肝
）
が
我
々
を
待

っ
て
い
る
。
車

で
林
道
を
移
動
し
、
登
山
開
始
。
こ
の

日
２
度
目
の
藪
こ
ぎ
に
気
力
を
ふ
り
し

ぼ
る
。
ひ
と
り
じ
ゃ
と
て
も
登
る
気
に

な
れ
な
い
が
、
皆
の
パ
ワ
ー
に
引

っ
ぱ

ら
れ
て
進
む
。
間
も
な
く
、
先
頭
を
切

っ
て
い
た
佐
々
本
支
部
長
が
、
地
図
に

も
載

っ
て
い
る
岩
峰
の
一
角
に
小
さ
な

洞
窟
を
見
つ
け
て
、
そ
の
中
に
石
像
が

祀
っ
て
あ
る
と
大
声
で
後
続
の
メ
ン
バ

ー
に
告
げ
て
き
た
。
好
奇
心
に
導
か
れ

て
入
っ
て
み
る
と
、
右
肩
に
マ
サ
カ
リ
、

左
手
に
杖
を
持

っ
た
石
像
が
安
置
さ
れ

て
い
た
。
と
っ
さ
に
私
は
大
平
山
の
三

吉
大
神
に
共
通
す
る
も
の
を
感
じ
た
。

三
吉
さ
ん
は
、
さ
ん
き
ち
即
ち

「山

鬼
」
さ
ん
で
も
あ
る
。
元
来

「鬼
」
は

悪
鬼
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
を
護
り
助

け
る
役
を
す
る
鬼
も
あ

っ
た
。
た
と
え

ば
、
役
行
者
に
つ
き
従

っ
た
前
鬼
や
後

鬼
は
造
形
の
う
え
で
は
鬼
身
に
あ
ら
わ
　
＞

さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
奈
良
県
大
峰
　
＜

山
系
の
山
人

（山
岳
生
活
者
）
で
あ

っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
鬼
は
敵
に
ま
わ

す
と
恐
い
存
在
だ
が
、
い
っ
た
ん
味
方

に
な
れ
ば
と
て
も
力
強
く
頼
も
し
い
ボ

デ
イ
ー
ガ
ー
ド
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

修
験
道
で

「仏
魔

一
体
」
の
境
地
を
重

ん
ず
る
の
は
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
合

点
が
い
く
の
で
あ
る
。

１４
時
４０
分
、
展
望
の
な
い
山
頂
に
立

つ
。
わ
け
て
も
ら
つ
た
グ
レ
ー
プ
フ
ル

ー
ツ
が
う
ま
か
っ
た
。

１８
時
２５
分
、
新

屋
支
所
前
に
て
解
散
。
午
前
は
仏
の
洞

を
訪
ね
、
午
後
に
鬼
の
倉
に
遊
ぶ
有
意

義
な

一
日
で
あ
っ
た
。
（土
肥
　
貞
之
）

秋
田
支
部
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７
月
２８
日
午
前
１２
時
５０
分
、
広
州
発
の

中
国
南
方
航
空
公
司
　
ボ
ー
イ
ン
グ
７
５

７
型
機
が
は
じ
め
て
ラ
サ

・
コ
ン
ガ
空
港

に
着
陸
し
た
。
新
し
い
チ
ベ
ッ
ト
航
空
路

が
開
通
し
た
瞬
間
で
あ
る
。
中
国
本
土
と

チ
ベ
ッ
ト
を
結
ぶ
航
空
便
は
、
１
９
６
５

年
３
月
１
日
、
南
西
航
空
が
成
都
―
ラ
サ

間
に
航
空
路
を
開
設
し
て
以
来
、　
一
路
線

の
み
だ

っ
た
。
新
た
な
南
西
航
空
便
は
毎

週
月
、
水
、
上
の
３
日
、
雲
南
省
の
徳
欽

（デ
ー
チ
ン
）
を
経
由
し
て
広
州
―
ラ
サ

間
を
往
復
飛
行
す
る
。

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
ラ
サ
の

チ

ョ
カ
ン
寺
の
ま
わ
り
を
周
回
す
る
路
、

パ
ル
コ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
名
物
通
り
が

″
改
装
″
さ
れ
た
。
道
は
再
舗
装
さ
れ
、

排
水
溝
が
整
備
さ
れ
、
公
衆
ト
イ
ン
が
新

た
に
建
て
ら
れ
た
。

青
海
省
の
ゴ
ル
ム
ド
と
ラ
サ
を
結
ぶ
鉄

道
は
い
よ
い
よ
建
設
の
大
詰
め
に
入

っ
て

い
る
。
２
０
０
８
年
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ま

で
の
完
成
を
目
指
す
。
「チ
ベ
ッ
ト

ヘ
列

車
の
旅
」
が
、
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

登
頂
５０
年
を
迎
え
た

エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
。

今
年
北
側
で
筆
者
が
注
目
し
た
登
山
隊

は
、
実
は
中
国
隊
で
あ

っ
た
。

隊
の
名
は

「∽
〇
〓
Ｃ
（捜
狐
）登
山
隊
」

と
い
う
。
興
味
あ
る
の
は
、　
一
種
の
公
募

登
山
隊
で
あ
る
こ
と
だ
。
総
隊
長
の
王
勇

峰
は
７
大
陸
最
高
峰
に
立

っ
た
登
山
家
だ

が
、
９
人
の
隊
員
は
、
深
別

の
不
動
産
会

社
社
長
の
王
石

（５２
）
、
同
じ
く
深
別

の

大
学
教
師
、
李
偉
文

・
梁
群
夫
妻

（と
も

に
３５
）
、
成
都
の
新
聞
記
者
、
劉
建

（４１
）
、

海
南
島

の
Ｉ
Ｔ

エ
ン
ジ

ニ
ア
、
陳
駿
池

（３７
）
、
大
連
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
ブ
責

任
者
、
劉
福
勇

（４３
）
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ

ト
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
中
国
を
代
表

す
る
北
京

の

「∽
〇
〓
⊂
・ｏ
ｏ
ヨ
」
の
Ｃ
Ｅ

Ｏ
、
張
朝
陽

（３９
）
と
、
出
身
、
職
業
も

さ
ま
ざ
ま
だ
。
ひ
と
り
１０
万
元

（約
１
５

０
万
円
）
の
自
己
負
担
は
、
隊
員
個
人

へ

の
支
援
も
あ
り
、
調
達
で
き
た
と
い
う
。

隊
の
動
静
は
、
連
日
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

で
伝
え
ら
れ
、
そ
の
動
画
な
ど
斬
新
な
手

法
を
取
り
入
れ
た
画
面
の
人
気
も
あ
り
、

一
気
に
注
目
度
は
高
ま

っ
た
。
し
か
し
、

大
き
か
っ
た
の
は
中
央
電
視
台

（Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
）
の
生
中
継
で
あ
る
。

女
性
プ

ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
が
ジ

ョ
ン

・
ク

ラ
カ
ワ
ー
の

『Ｆ
一ｏ
可
〓
”
＞
∵
』
（邦
題

『空

へ
』
）
を
読
ん
で
感
動
、
自
分
た
ち

の
手
で
中
継
す
る
こ
と
を
企
画
し
た
。
資

金
の
問
題
で
挫
折
し
か
か
っ
た
が
、
王
総

隊
長
が
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
、
マ
ツ
キ
ン
リ

ー
を
含
む
高
峰
登
山
に
打
ち
込
ん
で
い
る

王
石
に
相
談
し
、
知
り
合
い
の
「∽
〇
〓
Ｃ
・

８
ヨ
」
が
登
山
隊
資
金
１
７
０
万
元
の
う

ち
１
２
０
万
元
を
支
援
す
る
こ
と
と
な

っ

た
と
い
う
。
若
い
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
張
が
隊
員
と

し
て
加
わ
り
、
Ｈ
Ｐ
も
意
欲
的
な
も
の
と

な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

一
方
で
、
生
中
継
の
た
め
の
１
０
０
０

万
元

（１
億
５
０
０
０
万
円
）
の
資
金
は
、

大
手
飲
料
会
社
オ
ー
ト
リ
ー
な
ど
５
社
が

参
加
す
る
こ
と
で
解
決
し
た

（そ
の
結
果

テ
レ
ビ
で
は
ネ

ッ
ト
上
と
は
違
い

「オ
ー

ト
リ
ー
登
山
隊
」

一
色
と
な

っ
た
）
。
Ｃ

Ｃ
Ｔ
Ｖ
は
、

８３
人
も
の
ス
タ
ッ
フ
を
チ

ョ

モ
ラ
ン
マ
に
送
り
、
ベ
ー
ス
キ
ヤ
ン
プ
に

は
特
別
中
継
車
を
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
は
小
型
衛

星
回
線
設
備
を
、
ノ
ー
ス
コ
ル
以
上
の
高

所
に
は
チ
ベ
ッ
ト
登
山
学
校
の
登
山
家
た

ち
を
カ
メ
ラ
と
と
も
に
登
ら
せ
、
女
性
人

気
キ
ャ
ス
タ
ー
に
よ
る
毎
日
２
時
間
の
現

地
中
継
を
支
え
た
。

５
月
２１
日
、
ま
ず
大
学
教
師
カ
ッ
プ
ル

の
妻
、
梁
群
、
王
石
ら
５
人
の
隊
員
と
６

人
の
協
力
員
が
登
頂
し
、
６
時
間
の
生
中

継
を
盛
り
上
げ
た
。

頂
上
で
チ
ベ
ッ
ト
登
山
学
校
の
ス
タ
ッ

フ
が
掲
げ
た
旗
は
オ
ー
ト
リ
ー
と
服
装
を

提
供
し
た
メ
ー
カ
ー
の
旗
だ

っ
た
。

２０
秒

後
、
あ
わ
て
て
中
国
国
旗
を
掲
げ
た
が
、

後
々
ま
で
非
難
の
的
と
な

っ
た
、
と
い
う

の
が
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
だ
。

胡
錦
濤
国
家
主
席
は
２１
日
、
同
登
山
隊

の
登
頂
成
功
の
報
に
祝
電
を
送

っ
た
。
２

０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
は
、

チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
山
頂
を
経
由
す
る
前
代
未

間
の
聖
火
リ
レ
ー
を
敢
行
す
る
こ
と
も
、

発
表
さ
れ
た
。

「２
０
０
８
年
」
の
成
功
に
向
け
て
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
が
大
き
な
役
割
を
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る

一
連
の
動
き
。

そ
の
中
か
ら
、
中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
観
光
化

政
策
と
、
国
か
ら
自
立
し
た
新
し
い
ス
ポ

ー
ツ
登
山
の
芽
生
え
が
見
え
る
。

オリンピックと

中国の市民登山

江本 嘉伸
パルコル。こんな風景は昔のこと……。(1980年 2月 江本撮影)
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東

西
南
北

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、　
一
点
に
つ
き

一
〇
〇
〇
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

イラスト・宇都本慎一

札
幌
で
松
方
三
郎
氏
を
囲
む
会

そ
の
時
の
署
名
色
紙高

澤
　
光
雄

著
漢
堂
か
ら
発
行
さ
れ
た
坂
本
直
行

山
岳
画
文
集

『雪
原
の
足
あ
と
』
出
版

記
念
講
演
会
を
、
昭
和
４０
年
５
月
１６
日

に
北
海
道
新
聞
社
ホ
ー
ル
で
開
催
。
そ

の
講
師
に
当
時
の
会
長
、
松
方
三
郎
氏

が
か
け
つ
け
て
く
だ
さ

っ
た
。

前
夜
、
坂
本
知
祥
氏
の
肝
煎
り
で
松

方
二
郎
会
長
を
囲
む
会
を
札
幌
市
狸
小

路
の
三
条
多

一
で
開
催
。
そ
の
時
の
色

紙
で
あ
る
。
坂
本
直

行
氏
の

「あ
づ
ま
い

ち
げ
」
の
ス
ケ
ツ
チ

と
出
席
者
の
名
が
あ

る
。
こ
の
席
に
加
納

一
郎
、
伊
藤
秀
五
郎

の
両
氏
が
出
席
さ
れ

た
の
は
嬉
し
か

っ
た
。

会

報

２

４

１

号

（昭
和
４０
年
７
月
）
に
、

こ
の
模
様
を
記
し
て

お
い
た
が
、
北
大
山

の
会
会
長
の
渡
辺
千

中央に「昭和40年 5月 15日 松方二郎 三条多一に於て」とある

尚
氏
に
推
薦
文
を
書
い
て
も
ら
い
、
こ

の
本
の
宣
伝
や
販
売
に
走
り
回
っ
て
い

た
。

３８
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
札
幌
の
秀
岳
荘
自
石
店
３
階

に
北
海
道
支
部
ル
ー
ム
が
あ
り
、
書
棚

に
は
諸
先
輩
の
著
書
、
本
部
か
ら
寄
託

さ
れ
た
西
欧
の
古
典
的
名
著
が
並
ん
で

い
る
。
そ
れ
ら
を
日
本
山
岳
会
１
０
０

周
年
の
際
に
、
地
階
に
あ
る
ミ
ー
テ
ー

ン
グ
ル
ー
ム
で
展
示
し
、　
一
般
公
開
す

る
予
定
で
あ
る
。

加
納

一
郎
氏
は
北
海
道
最
初
の
名
誉

会
員
で
、
北
大
在
学
中
の
大
正
１０
年
に

『山
と
ス
キ
ー
』
を
創
刊
。
北
海
道
庁

に
勤
務
し
て
行
政
主
導
の
北
海
道
山
岳

会
を
創
設
。
登
山
道
や
山
小
屋
を
新
設

し
て
登
山
の
普
及
に
貢
献
、
後
に
極
地

研
究
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

２
０
０
５
年
は
伊
藤
秀
五
郎
氏
の
生

誕
１
０
０
年
、
そ
の
翌
日
は
坂
本
直
行

氏
が
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
る
。
１
０

０
周
年
の
記
念
展
に
は
加
納
、
伊
藤
、

坂
本
３
氏
の
図
書
や
資
料
も
展
示
し
、

意
義
あ
る
回
顧
展
に
し
て
み
た
い
。

フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
訪
間
記

藤
本
　
慶
光

こ
の
夏
フ
ラ
ン
ス
に
旅
を
し
た
時
に

パ
リ
で
フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
の
本
部
を
訪

ね
る
機
会
を
得
た
。
パ
リ
に
住
む
知
人

に
連
絡
を
と
っ
て
も
ら
い
、
理
事
会
に

出
席
す
る
た
め
に
パ
リ
に
来
て
い
た
会

長
の
ム
ド
レ
ー
氏
に
会
い
、
環
境
、・
国

際
関
係
担
当
の
フ
ル
ー
リ
氏
の
通
訳
で

い
ろ
い
ろ
フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
に
つ
い
て

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

山
岳
会
が
所
有
す
る
３
階
建
て
の
ビ

ル
に
あ
る
本
部
の
位
置
は
、
東
京
で
い

え
ば
日
暮
里
か
田
端
に
あ
た
る
よ
う
な

パ
リ
の
１９
区
に
あ
り
、
本
部
職
員
２３
名

の
大
所
帯
だ
。
創
設
は
日
本
山
岳
会
よ

り
３０
年
早
い
１
８
７
４
年
で
来
年
で
１

３
０
年
の
歴
史
を
も
つ
。

%aぶじLAS TRIK
個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実
度が違 う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡 ください。
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フ
ラ
ン
ス
と
モ
ロ
ッ
コ
に
約
２
０
０

の
支
部
が
あ
り
、
約
９
万
人
の
会
員
数

と
い
う
。
支
部
の
リ
ス
ト
を
見
る
と
パ

リ
地
区
は
イ
ル

・
ド

・
フ
ラ
ン
ス
支
部

に
な

っ
て
い
る
が
、
近
郊
の
ヴ

ェ
ル
サ

イ
ユ
や
サ
ン
ジ

ェ
ル
マ
ン

・
ア
ン

・
レ

イ
な
ど
に
も
支
部
が
あ
り
、
か
な
り
小

さ
い
単
位
で
支
部
が
お
か
れ
て
い
る
よ

う
だ
。
会
長
の
任
期
は
４
年
で
、
オ
リ

ン
ピ
ツ
ク
イ
ヤ
ー
に
改
選
さ
れ
、
再
選

は
妨
げ
ら
れ
な
い
の
で
、
８
年
間
会
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。
「私

の
任
期
は
２
０
０
５
年
の
１
月
な
の
で

日
本
山
岳
会
の
創
設
１
０
０
周
年
を
お

祝
い
で
き
な
い
ね
」
と
会
長
が
笑

っ
て

語
っ
た
。

面
白
い
と
思
っ
た
の
は
会
員
の
支
払

う
年
会
費
で
、
年
齢
な
ど
の
違
い
で
７

段
階
に
区
別
さ
れ
て
い
る
う
え
に
支
部

毎
に
金
額
が
違
う
ら
し
い
。
会
費
は
３

つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
い
て
第
１
が
遭

難
保
険
、
第
２
が
本
部
費
用
、
残
り
が

支
部
の
運
営
費
用
に
当
て
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
パ
リ
に
住
む
山
岳
会
員
の

友
人
は
年
間
６９
ユ
ー
ロ
払

っ
て
い
る
と

い
つ
て
い
た
か
ら
日
本
円
で
約
１
万
円

弱
の
支
払
い
だ
。

フ
ラ
ン
ス
山
岳
会
が
所
有
し
て
経
営

す
る
山
小
屋
は
全
土
で
１
４
２
あ
り
、

１
３
０
ペ
ー
ジ
も
あ
る
立
派
な
リ
ス
ト

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
山
小
屋
に
関
す
る
詳

細
な
情
報
が
地
図
と
と
も
に
書
か
れ
て

い
て
、
末
尾
に
は
支
部
の
一
覧
表
も
つ

い
て
い
た
。
会
員
だ
と
利
用
料
が
安
く

な
る
ら
し
い
が
、
ど
の
く
ら
い
安
く
な

る
の
か
は
聞
き
も
ら
し
た
。

会
員
向
け
に
い
ろ
ん
な
出
版
物
を
出

し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
が
読
め
な
い

の
で
十
分
理
解
で
き
な
い
ま
で
も
、
な

か
な
か
充
実
し
た
内
容
で
あ
る
ら
し
い

こ
と
は
推
測
で
き
た
。
年
２
回
会
員
に

届
け
る
会
報
は
写
真
を
豊
富
に
使

っ
た

オ
ー
ル
カ
ラ
ー
印
刷
の
大
判
の
立
派
な

も
の
だ
し
、
「山
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と

銘
打

っ
た
１
０
０
０
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
教

科
書
も
販
売
し
て
い
る
。

大
変
厚
意
的
に
受
け
入
れ
て
く
れ
て

い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
れ
た
の
は
あ
り
が

た
か
っ
た
。
次
の
機
会
に
会
員
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
帰
英
と

日
本
山
岳
会

田
畑
　
吉
〓

明
治
３８
年
３
月
ウ

ェ
ス
ト
ン
は
離
日

し
、
英
国
へ
の
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

理
由
に
つ
い
て
は
、
彼
の
健
康
上
の
間

題
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
日
本
山
岳
会
の
創
立
に
向
け
、

具
体
的
な
助
力
を
す
る
た
め
の
理
由
も

あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
日
本
山
岳
会
の

創
立
を
早
め
る
意
義
も
あ

っ
た
、
こ
う

断
定
し
て
も
よ
い
と
思
う
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
は
離
日
に
先
立
ち
、

小
島
鳥
水
を
は
じ
め
、
岡
野
金
次
郎
、

武
田
久
吉
、
高
野
鷹
蔵
を
よ
び
、
創
立

を
促
す
声
か
け
を
し
た
。

烏
水
は

「そ
の
帰
航
の
数
日
前
に
、

私
は
岡
野
、
武
田
、
高
野
の
三
君
と
と

も
に
、
ウ

ェ
ス
ト
ン
を
横
浜
の
オ
リ
エ

ン
タ
ル

・
パ
レ
ス

・
ホ
テ
ル
に
訪
れ
た
。

ウ
エ
ス
ト
ン
は
く
り
返
し
て
、
日
本
に

山
岳
会
建
設
を
、
諸
氏
の
力
に
待
つ
と

い
う
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
言
わ
れ
た

が
」
（烏
水
著

『ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
の
手

記
』
）
と
書
い
て
い
る
。

島
田
巽
ら
に
よ
れ
ば
同
年
５
月
、
ロ

ン
ド
ン
の
港
に
着
船
し
た
ウ
エ
ス
ト
ン

だ
っ
た
が
、
彼
の
動
き
は
早
か
っ
た
。

翌
月
７
日
に
は
、
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ

会
長

・
ブ
リ
ス
ト
ル
ら
が
同
ク
ラ
ブ
の

会
則
と
会
員
名
簿
を
彼
あ
て
に
送

っ
て

い
る
。
こ
れ
は
前
日

・
６
日
の
同
ク
ラ

ブ
例
会
で
、
日
本
に
山
岳
会
の
創
立
を

望
ん
で
い
る
若
者
が
い
る
こ
と
を
会
長

ら
に
知
ら
せ
た
結
果
だ
っ
た
。
し
か
も

例
会
で
は
、
全
会

一
致
に
よ
り
、
助
力

が
決
定
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
同
年
６
月
２３
日
、
彼

は
烏
水
に
対
し
、
書
状
を
発
送

（会
長

か
ら
の
書
状
と
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
名
簿
、

会
則
の
写
し
を
同
封
）
し
た
。

烏
水
は

「日
本
山
岳
会
の
成
立
ま
で

に
、
同
志
の
人
々
と
、
何
十
回
と
な
く

会
合
し
た
。
お
そ
ら
く
何
百
通
と
い
う

手
紙
の
、
や
り
取
り
を

（み
ん
な
の
分

を
合
算
す
れ
ば
）
や
っ
た
ろ
う
。
私
の

所
蔵
の
手
紙
だ
け
で
も
、
数
括
の
多
き

に
達
し
た
」
と
書
い
て
い
る
。

実
際
、
烏
水
ら
の
動
き
も
早
か
っ
た
。

そ
こ
で
同
年
１０
月
１４
日
、
日
本
で
初
め

て
の
山
岳
会
が
創
立
し
た
。

ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。
彼
の
声
か
け
　
∞

が
同
年
３
月
、
烏
水
ら
に
よ
る
創
立
が
　
は

同
年
１０
月
だ
。
明
治
時
代
に
あ
り
、
驚

く
べ
き
ス
ピ
ー
デ
イ
ー
な
進
行
で
あ
り
、

画
期
的
な
創
立
だ
っ
た
。

外
に
あ
っ
て
は
、
彼
の
手
ぎ
わ
の
よ

い
助
力
、
内
に
あ
っ
て
は
烏
水
ら
の
熱

情
的
な
努
力
も
あ

っ
た
。
力
強
く
か
み

合
い
、
日
本
山
岳
会
を
生
み
出
し
た
。

私
は
そ
う
考
え
る
。

鞍
掛
山
と
四
谷
の
千
枚
田

橋
村
　
一
豊

山
地
帯
の
三
河

・
沖
積
平
野
の
尾
張
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鞍掛山にいだかれた千枚田

と
、
愛
知
県
の
地
勢
は
東
高
西
低
で
あ

る
。
三
河
の
鳳
来
町
四
谷
は
鞍
掛
山

（８
８
２

ｏ
６
肝
）
の
南
西
山
麓
に
あ

る
集
落
で
、
多
段
の
石
垣
で
築
か
れ
た

千
枚
田
と
呼
ば
れ
る
棚
田
が
あ

る

（２

ｏ
５
万
図
、
海
老
）
。
下
か
ら
見
る

と
鞍
掛
山
の
鋭
角
的
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

下
に
、
対
照
的
に
軟
ら
か
な
曲
線
の
多

い
自
然
石
の
石
垣
が
何
段
に
も
積
み
重

な
り
、
自
然
と
人
工
が
融
和
し
た
美
し

い
山
村
風
景
を
形
成
し
て
い
る
。

１
９
０
４

（明
治
３７
）
年
、
夏
の
長

雨
に
よ
る
鉄
砲
水
の
山
津
波
が
四
谷
の

集
落
を
掃
蕩
し
て
大
災
害
を
生
ん
だ
。

そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
村
人
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
て
、
山
か
ら
流
出
し
た
石

を
使

っ
て
棚
田
を
築
き
復
興
し
た
。
何

年
も
か
か
つ
て
荒
地
を
農
地
に
変
え
、

築
か
れ
た
棚
田
は
１
２
９
６
枚
。
千
枚

田
の
名
は
虚
名
で
な
く
、
こ
の
実
態
か

ら
生
ま
れ
た
。
今
で
も
３
９
戸
の
農
家

が
８
５
０
枚
を
作
付
け
し
て
い
る
。
そ

の
総
面
積
は
１４

・
６
惨
。
ま
た
最
近
の

環
境
世
論
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
、
復

田

（休
耕
田
を
水
田
に
戻
す
）
の
動
き

が
目
立
つ
と
い
う
。

四
谷
の
一
番
上
部
に
住
む
丸
山
俊
明

さ
ん
に
聞
く
と
、
棚
田
の
底
に
は
石
を

敷
き
詰
め
、
そ
の
上
に
山
の
赤
土
を
打

っ
て
水
漏
れ
を
止
め
る
。
水
田
と
し
て

２
、
３
年
使
わ
ず
に
お
く
と
赤
土
に
割

れ
目
が
入
り
水
漏
れ
す
る
の
で
、
復
田

す
る
に
は
土
壌
を
い
っ
た
ん
田
の
外
に

か
き
出
し
て
、
再
度
赤
土
を
打
ち
直
す

と
い
う
重
労
働
が
必
要
だ
と
い
う
。

千
枚
田
に
合
う
米
は
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
と

い
う
短
稗
小
粒
の
品
種
で
、
各
農
家
で

種
籾
か
ら
育
苗
す
る
。
農
協
か
ら
市
場

流
通
に
出
す
ほ
ど
の
生
産
量
は
な
い
。

５
キ
ロ
ほ
ど
買
っ
て
食
べ
て
み
た
が
、
東

北
の
サ
サ
ニ
シ
キ
に
似
た
食
感
で
、
よ

く
噛
む
と
甘
味
が
出
て
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
。

鞍
掛
山
千
枚
田
保
存
会
が
四
谷
の
人

た
ち
で
組
織
さ
れ
、
方
針
を
決
め
た
り
、

情
報
や
ハ
ー
ド
の
受
け
皿
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
そ
の
役
員
を
し
て
い
る
松

下
誠
さ
ん
に
、
次
の
よ
う
な
話
を
伺

っ

た
。棚

田
の
中
心
線
に
沿
っ
て
上
か
ら
下

へ
通
じ
る
幅
３

，川
の
舗
装
し
た
農
道
を

つ
け
た
。
こ
れ
で
上
下
移
動
に
軽
ト
ラ

ッ
ク
が
使
え
、
作
業
は
横
へ
の
動
き
だ

け
で
よ
く
な
り
、
高
齢
化
が
進
む
耕
作

者
の
労
働
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
た
。
県

と
町
の
助
成
金
を
使

っ
た
。

地
元
連
谷
小
学
校

（生
徒
１７
名
）
は
、

棚
田
３
、
４
枚
の
田
植
え
か
ら
収
穫
ま

で
を
子
ど
も
に
や
ら
せ
て
い
る
。

田
に
水
を
供
給
す
る
沢
は
、
集
水
域

が
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
あ
る
。

こ
れ
の
水
土
保
全
と
環
境
浄
化
機
能
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
間
伐
を
す
す
め
て

い
る
。

生
態
系
保
存
の
た
め
、
棚
田
の
下
部

に
ビ
オ
ト
ー
プ

（独

ｏ
生
物
の
小
生
活

圏
）
と
し
て
湿
地
を
造
成
し
た
。

２
０
０
５
年
の
愛
知
万
博
を
機
に
、

全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を
四
谷
に
招
致
し
、

棚
田
が
環
境
保
全
に
果
た
す
役
割
を
広

く
世
界
に
訴
え
た
い
。
ま
た
中
国
や
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
棚
田
を
持

つ
国
と

連
帯
し
た
い
。

織
田
信
長
と
雌
雄
を
決
す
べ
く
、
甲

州
か
ら
遠
来
し
た
武
田
信
玄
は
三
河
の

野
田
城
を
包
囲
、
攻
略
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
陣
中
病
を
得
て
撤
退
の
や
む
な
き
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に
至
っ
た
。
重
篤
の
信
玄
を
護
持
す
る

武
田
精
鋭
武
士
団
は
、
鞍
掛
山
西
麓
の

か
し
や
げ
峠
を
密
か
に
越
え
て
、
甲
府

へ
急
い
だ
。
し
か
し
薬
石
効
な
く
、
信

玄
は
伊
那
駒
場
に
て
客
死
し
た
。
行
年

５２
歳
、
１
５
７
３
年
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
き
ほ
ど
の
丸
山
さ
ん
の
家
か
ら
、

か
し
や
げ
峠
は
登
り
３０
分
の
と
こ
ろ
に

あ
る
。
巨
樹
が
立
ち
並
ぶ
下
に
古
風
と

神
厳
の
気
が
漂
い
、
夏
で
も
涼
し
い
。

峠
の
手
前
に
も
向
う
側
に
も
、
千
枚
田

の
一
部
を
な
す
田
の
跡
が
苔
む
す
石
垣

の
連
な
り
と
し
て
残

っ
て
い
る
。
今
は

ス
ギ
の
人
工
林
に
転
用
さ
れ
て
は
い
る

が
。
死
期
迫
る
軍
聖
信
玄
の
最
後
の
山

旅
、
か
し
や
げ
峠
は
人
の
心
を
歴
史
の

郷
愁
へ
と
誘
う
。

鞍
掛
山
か
ら
宇
連
山

（９
２
９

・
４

厨
）
登
山
と
、
千
枚
田
見
学
を
組
合
わ

せ
て
こ
の
地
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
いつ
。

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト

山
崎
直
方
と
ビ
ツ
ケ
ル
０

長
田
　
義
則

地
理
学
者
の
山
崎
直
方

（会
員
番
号

４４
番

ｏ
略
歴
と
写
真
は
日
本
学
士
院
提

供
）
は
明
治
３１
年
１２
月
、
地
理
学
研
究

の
た
め
ド
イ
ツ
に
留
学
。
ボ
ン
に
て
ラ

イ
ン
教
授
に
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
ベ
ン
ク

教
授
に
師
事
し
、
明
治
３５
年
２
月
の
帰

朝
時
に
は
、
東
部
ア
ル
プ
ス
で
使

っ
た

ピ
ッ
ケ
ル
や
登
山
靴
を
持
ち
帰

っ
た
。

そ
の
夏
、
自
馬
岳
に
登
り
氷
河
の
痕
跡

を
発
見
、
遠
望
し
た
立
山
東
方
に
も
カ

ー
ル
状
地
形
を
見
て

「氷
河
果
し
て
本

邦
に
存
在
せ
ざ
り
し
か
」
を
東
京
地
質

学
会
に
て
講
演
し
、
氷
河
論
争
の
口
火

を
切
っ
た
。

８
月
、
岡
野
金
次
郎
は
烏
水
と
槍
ヶ

岳
に
登

っ
た
あ
と

「山
の
神
の
引
き
合

わ
せ
」
の
た
と
え
の
と
お
り
再
来
日
し

た
ウ

エ
ス
ト
ン
と
め
ぐ
り
あ
い
、
ア
ル

パ
イ
ン

ｏ
ス
ト
ツ
ク

（ピ
ッ
ケ
ル
）
を

教
え
ら
れ
た
。
ウ
エ
ス
ト
ン
の
助
言
か

ら
明
治
３８
年
１０
月
、
山
岳
会
は
創
立
し

た
。
山
崎
は
高
頭
仁
兵
衛
の
誘
い
に
特

別
会
員
と
し
て
入
会
し
、
主
宰
す
る
東

京
地
質
学
会
誌
に

「山
岳
会
の
創
立
」

の
記
事
を
載
せ
、
山
岳
創
刊
号
に

「高

根
の
雪
」
を
寄
せ
巻
頭
を
飾

っ
て
い
る
。

烏
水
は
山
崎
の
こ
と
を

「陰
に
陽
に

会
を
援
助
さ
れ
、
学
者
で
な
い
素
人
の

組
織
し
た
山
岳
会
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
注

意
を
払

っ
た
り
紹
介
の
労
を
取
っ
て
く

れ
た
人
は
ほ
か
に
は
な
か
っ
た
」
と
胸

中
を
明
か
し
て
い
る

（烏
水
全
集
１２
巻
、

地
理
学
者
の
一
群
）
。

明
治
４１
年
５
月
、
会
員
も
５
０
０
人

を
数
え

「山
岳
会
第
１
回
大
会
」
を
開

催
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
、
山
崎
は
留
学

先
か
ら
の
山
道
具
９
点
を
出
品
し
、
と

り
わ
け
衆
目
を
集
め
た
の
が
、
ア
ル
パ

イ
ン

・
ス
ト
ツ
ク
で
、
「氷
河
渡
り
の

杖
」
と
表
記
さ
れ
た

（山
岳
３
の
２
）
。

参
加
者
は
９１
名
を
数
え
た
が
、
展
示

さ
れ
た
ピ
ッ
ケ
ル
の
実
物
を
知
る
会
員

は
、
ウ

エ
ス
ト
ン
邸
で
見
た
岡
野
や
烏

水
と
シ
モ
ン
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
持

っ
て
い

た
辻
村
太
郎
の
数
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
大
会
で
山
崎
は

「欧
州
ア
ル
プ

ス
雑
観
」
を
講
演
し
て
、
参
加
者

一
同

の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
会
場

（東
京

地
学
協
会
会
館
）
に
三
枝
威
之
介

（３５

番
）
、
中
村
清
太
郎

（１
５
３
番
）
、
加

賀
正
太
郎
や
辻
村
太
郎

（２１
番
）
ら
の

少
壮
気
鋭
の
学
生
も
混
じ
っ
て
見
聞
し

て
い
た
。
中
に
は
、
そ
の
後
の
人
生
や

登
山
に
影
響
を
及
ぼ
さ
れ
た
会
員
も
い

た
。一

高
生
の
辻
村
は
１２
歳
の
時
、
山
崎

の
氷
河
遺
跡
の
発
見
を
新
聞
で
読
み
、

こ
の
大
会
で
山
崎
の
講
演
を
初
め
て
聞

い
た
。
颯
爽
た
る
姿
は
近
寄
り
が
た
い

感
じ
だ
っ
た
が
、
辻
村
に
は
才
気
換
発

で
あ

っ
た
こ
の
新
進
学
者
が
景
仰
の
的

だ
っ
た

（辻
村
太
郎
著
作
集
７
巻
）。

同
年
Ｈ
月
に
地
学
協
会
は
中
央
ア
ジ

ア
最
大
の
探
検
家
Ｓ

・
ヘ
デ
イ
ン
を
招

き
講
演
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
企
画
の

一
部
始
終
に
志
賀
重
昂

（３７
番
）
と
山

崎
が
骨
を
折
り
、
山
崎
は
通
訳
を
兼
ね

わ
ざ
わ
ざ
神
戸
ま
で
歓
迎
に
行
き
、
そ

の
後
も
多
く
の
機
会
に
同
行
し
た
。
※

神
田
の
基
督
教
青
年
会
館
で
は
、
文

部
大
臣
菊
池
大
麓
を
迎
え
て
、
山
崎
が
　
わ

探
検
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
、
ヘ
デ
イ
ン
　
Ｈ

の
英
語
の
講
演
は
比
較
的
わ
か
り
や
す

か
っ
た
と
辻
村
は
述
べ
て
い
る
。

山
岳
会
で
の
山
崎
の
講
演
や
ヘ
デ
ィ

ン
の
講
演
か
ら
強
い
感
銘
を
受
け
た
辻

村
は
、
後
に
山
崎
に
師
事
し
て
地
学
研

究
に
生
涯
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な

っ
た
。

翌
４２
年
１
月
に
は
、
会
員
同
士
が
お

お
い
に
お
も
し
ろ
く
話
そ
う
と
い
う
趣

意
の
有
志
晩
餐
会
が
開
か
れ
た
。
発
起

人
を
中
心
に
１６
名
の
会
員
が
集
ま
り
、

こ
の
席
で
も
山
の
道
具
や
地
図
、
写
真

を
持
ち
寄
る
情
報
交
換
の
場
と
な

っ
た
。

こ
の
時
三
枝
は
登
山
用
の
鳶
口
２
本
と

写
真
を
持
参
す
る
。

山崎直方 (1870～ 1929)
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次
回
５
月
２
日
の
有
志
晩
餐
会
の
あ

と
、

１６
日
の
第
２
回
大
会
は
会
員
９０
名

と
会
員
外
７９
名
を
数
え
る
大
盛
会
で
、

会
員
章
の
制
定
と
山
岳
会
の
名
を
日
本

山
岳
会
と
改
称
す
る
報
告
が
さ
れ
た
。

会
員
の
頻
繁
な
交
流
を
き
っ
か
け
に
、

７
月
の

「自
峰
お
よ
び
赤
石
山
脈
縦

走
」
と
な
っ
て
実
行
さ
れ
た
。

三
枝
は
こ
の
縦
走
登
山
に
鳶
口
に
替

え
て
初
め
て
ア
ル
パ
イ
ン

・
ス
ト
ッ
ク

を
携
帯
し
た
。
中
村
は
こ
れ
を

「知
人

か
ら
借
用
の
ア
ル
プ
ス
み
や
げ
の
ピ
ツ

ケ
ル
」
と
伝
え
、
茨
木
猪
之
吉

（２
６

２
番
）
の
挿
絵
に
も
ピ
ッ
ケ
ル
の
描
写

を
見
る
。

赤
石
岳
山
頂
の
写
真
に
ピ
ッ
ケ
ル
は

判
読
し
に
く
い
が
、
中
村
と
中
央
の
人

夫
が
持
つ
２
本
の
蔦
回
は
当
時
誰
も
が

持
た
な
い
道
具
と
し
た
ら
、
三
枝
所
有

の
鳶
口
な
の
か
…
…
と
想
像
し
な
が
ら
、

こ
の
山
行
に
試
作
の
テ
ン
ト
を
携
行
し
、

鳶
日
か
ら
ピ
ッ
ケ
ル
ヘ
と
移
行
し
た
三

枝
の
素
早
さ
に
、
進
取
の
精
神
を
強
く

く
み
取
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
三
枝
が
ピ
ッ
ケ
ル
を

借
用
し
た
知
人
と
は
誰
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
い
ま
も
模
索
中
の
こ
と
で
あ
る
。

（文
中
敬
称
省
略
）

※

・
東
京
地
学
協
会

ｏ
岡
原
義
旦
事
務

局
長

・
書
信

日
本
地
質
学
会

・
今
井
功
名
誉
会

員

ｏ
書
信

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の

図
書
紹
介
は
慎
重
に石

田
　
稔
郎

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
雑
誌
の
ガ
イ
ド
記

事
に
は
ま
ち
が
い
が
多
い
。
こ
れ
は
自

分
の
経
験
だ
け
を
書
き
、
関
連
の
調
査

を
怠

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『山
』
５
月
号
で
紹
介
さ
れ
た

「海
外

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
入
門
」
の
ト
ッ
プ
に
０

韓
国
の

「雪
岳
山
」
の
ア
ク
セ
ス
①
金

浦
空
港
↓
束
草
と
あ
る
が
、
現
在
は
束

草
で
は
な
く
、
襄
陽
で
あ
る
。
こ
こ
か

ら
登
山
口
は
南
面
の
五
色
、
北
面
の
雪

岳
洞
へ
と
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
で
行

く
。
本
書
で
は
五
色
だ
け
と
読
め
る
。

た
だ
し
、
登
山
口
へ
行
く
に
は
、
ソ
ウ

ル
か
ら
は
定
期
バ
ス
も
あ
る
。

雪
岳
山
の
頂
上
、
大
青
峰
か
ら
の
下

降
は
、
２
コ
ー
ス
あ
り
、
ま
ず

「華
彩

稜
線
を
北
東
へ
向
か
い
」
と
な

っ
て
い

る
が
、
こ
の
稜
線
は
２０
年
以
上
も
前
か

ら
自
然
保
護
の
た
め
、
入
山
禁
止
と
解

除
が
く
り
返
さ
れ
、
現
時
点
で
は
入
山

禁
止
の
よ
う
だ
。
そ
れ
と
こ
の
コ
ー
ス

は
急
峻
な
の
で
、
若
い
人
以
外
は
や
め

た
方
が
よ
い
。
韓
国
の
国
立
公
園
で
は

「自
然
休
養
年
制
」
と

「山
火
事
防
止

の
た
め
の
入
山
規
制
期
間
」
が
あ
る
。

雪
岳
山
で
は
、
春
期
は
３
月
１
日
か
ら

５
月
３１
ま
で
。
冬
期
が
Ｈ
月
５
日
か
ら

１２
月
１５
日
ま
で
入
山
禁
止
と
な
る
。
ハ

ン
グ
ル
を
話
せ
る
あ
る
岳
人
が
、
事
前

に
照
会
し
て
入
山
で
き
る
と
思
っ
て
、

１２
月
上
旬
に
雪
岳
洞
の
入
山
統
制
所
に

行

っ
た
ら
、
入
山
で
き
ず
、
泣
く
泣
く

帰

っ
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

韓
国
の
国
立
公
園
は
禁
煙
で
、
罰
金

が
高
い
の
も
注
意
が
必
要
。

次
に
２０
番
の

「ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
、
シ

ャ
モ
ニ
ー
」
の
項
で
は
、
２
０
３
ペ
ー

ジ
の

「ト
レ
ツ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
」
の
③

ツ
ェ
ル
マ
ツ
ト

（登
山
電
車
）
↓
フ
ェ

ル
ス
キ
ン
と
書
い
て
あ
る
が
、
こ
れ
は

も
の
す
ご
い
省
略
で
、
知
ら
な
い
人
は

迷
子
に
な
る
か
遭
難
し
か
ね
な
い
。

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
か
ら
フ
ェ
ル
ス
キ
ン

に
行
く
に
は
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
か
ら
ブ

リ
ク
方
面
に
行
く
電
車
に
乗
り
、
シ
ュ

タ
ル
デ
ン
で
下
車
し
、
ブ
リ
ク
か
ら
来

る
ポ
ス
ト
バ
ス
に
乗
り
換
え
、
ザ
ー
ス

フ
ェ
ー
の
終
点
で
下
車
す
る
。
歩
い
て

フ
ェ
ル
ス
キ
ン
行
き
の
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ

の
乗
り
場
に
行
き
、
ゴ
ン
ド
ラ
に
乗

っ

て
フ
ェ
ル
ス
キ
ン
に
上
が
る
。

目
に
つ
い
た
誤
り
は
以
上
で
、
ほ
か

の
２３
コ
ー
ス
は
旅
行
社
利
用
が
多
い
の

で
問
題
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
書
は
ガ
イ
ド
ブ

ツ
ク
と

い
う
よ
り
、
海
外
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
報
告

集
だ
と
い
う
こ
と
を
、
念
頭
に
お
い
て

読
む
の
が
い
い
で
あ
ろ
う
。

夢
を
追
い
つ
づ
け
て
３０
年

ア
ル
プ
ス
山
岳
ス
キ
ー

宮
本
　
数
男

１
９
７
６
年
１
月
、
ま
ち
づ
く
り
の

建
築
仲
間
と
と
も
に
、
研
修
で
ヨ
ー
ロ

ツ
パ
各
地
を
訪
れ
た
。
私
の
希
望
で
１

山上の静かな村と絶景の山上ホテルに宿泊

函因■彊■□ロコヨ
マッターホルンを眺める絶景の山岳ホテルに宿泊。さらに、U
字谷の崖の上に開けた好展望の村ミューレンに2連泊。静寂を

取り戻した秋のスイス・八イキングを満喫する旅。
|三謳当日L
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泊
し
た
シ
ャ
モ
ニ
ー
で
、
モ
ン
ブ
ラ
ン

（自
山
に
通
じ
る
）
に
感
動
。
エ
ギ

ュ
・

デ
ュ
・
ミ
デ
イ
に
行
き
、
シ
ャ
モ
ニ
ー

針
峰
群
の
偉
容
に
ク
ラ
イ
マ
ー
と
し
て

武
者
振
る
い
を
し
た
思
い
出
が
あ
る
。

そ
し
て
モ
ン
ブ
ラ
ン
か
ら
マ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
ま
で
の
ス
キ
ー
縦
走
は
私
の
夢

で
あ

っ
た
。
し
か
し
７１
年
の
マ
ツ
キ
ン

リ
ー
登
頂
の
際
、
福
井
県
職
員
を
退
職

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
創
業
間
も
な
い
者
と
し
て
は
夢

を
見
る
だ
け
で
３０
年
が
経
過
。
２
年
前

日
本
山
岳
会
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
の
奥
村
氏
か
ら
ア
ル
プ
ス
行
き
の
お

誘
い
を
受
け
、
出
発
の
直
前
、
脳
梗
塞

と
な
リ
キ
ヤ
ン
セ
ル
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
万
全

の
気

力

・
体
力
を
充
実
さ
せ
て
参
加
し
、
無

事
帰
国
で
き
た
。

３
月
２１
日

ｏ
晴
れ
　
福
井
支
部
か
ら

山
縣
、
太
田
の
２
女
子
と
と
も
に
成
田

空
港
に
向
か
い
、
準
備
会
で
顔
な
じ
み

の
人
た
ち
と
と
も
に
、
ガ
イ
ド
の
中
山

茂
樹
氏
と
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
機
に
乗
り

込
む
。

２２
日

・
晴
れ
　
ド

◆
ゴ
ー
ル
空
港
経

由
で
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
空
港
へ
。
バ
ノ
ア
ー

ズ
山
群
の
麓
シ
ヤ
ン
パ
ニ
の
ホ
テ
ル
に

１２
時
着
。
独
特
の
建
築
群
が
遠
来
の

我
々
に
癒
し
を
与
え
て
く
れ
る
。

２３
日

・
快
晴
　
バ
ノ
ア
ー
ズ
山
群
が

紺
碧
の
空
に
映
え
、
シ
ー
ル
登
行
も
ま

た
楽
し
い
。
シ
ヤ
ン
ビ
エ
ル
の
コ
ル
か

ら
ラ
モ
ッ
テ
の
小
屋
ま
で
快
適
に
滑
る
。

１５
時
着
。

２４
日

・
快
晴
　
プ
ラ
ニ
ョ
ン
ま
で
ス

キ
ー
滑
走
。
リ
フ
ト
、
ロ
ー
プ
ト
ー
を

乗
り
継
ぎ
、
そ
の
終
点
か
ら
ス
キ
ー
登

行
、
バ
ノ
ア
ー
ズ
の
小
屋
に
１２
時
半
着
。

２５
日

・
快
晴
　
グ
ラ
ン
カ
ツ
セ
の
コ

ル
ま
で
ス
キ
ー
登
行
、
コ
ル
か
ら
の
展

望
は
す
ば
ら
し
い
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
や
ド

リ
ュ
ー
そ
の
他
の
針
峰
群
に
、
若
い
と

き
に
読
み
耽

っ
た
ガ
ス
ト
ン

ｏ
レ
ビ
ュ

フ
ァ
の

『星
と
嵐
』
の
思
い
出
が
よ
ぎ

る
。２６

日

ｏ
晴
れ
　
ス
キ
ー
三
昧
、
ペ
エ

セ
イ
で
泊
ま
る
。

30年越しの夢がかない、ヨーロッパアルプスを滑る

２７
日

・
晴
れ
　
ス
テ
イ
フ
オ
イ
泊
。

２８
日

・
晴
れ
　
ス
キ
ー
滑
走
。
ラ

ｏ

バ
ン
ド
泊
。

２９
日

・
晴
れ
　
車
で
モ
ン
ブ
ラ
ン

・

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
入

り
、
フ
レ
ジ
エ
ー
ル
ス
キ
ー
場
経
由
で

ラ

・
ト
ゥ
ー
ル
の
ロ
ッ
ジ
泊
。
自
炊
。

３０
日

・
晴
れ
　
今
日
か
ら
サ
マ
ー
タ

イ
ム
。
ス
イ
ス
と
の
国
境
バ
ル
ム
の
コ

ル
ヘ
。
ト
リ
エ
ン
ト
ま
で
滑
り
、
バ
ス

で
ア
ロ
ー
ラ
に
入
る
。

３１
日

・
曇
り
　
３
０
０
０
”川
ま
で
登

り
、
シ
ー
ル
、
ク
ト
ー
、
ハ
ー
ネ
ス
を

着
け
て
氷
河
を
登
り
断
崖
に
あ
る
ビ
ネ

ッ
ト
小
屋
泊
。
ト
イ
ン
は
下
が
見
え
な

滑
り
、
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
か
ら
の
氷
河
に

滑
り
込
む
。
フ
ウ
ヴ
イ
で
ラ
ン
チ
、
ロ

ー
プ
ウ

ェ
ー
を
乗
り
継
い
で
ホ
テ
ル
に

帰
る
。

４
日

・
曇
り
晴
れ
　
シ
ャ
モ
ニ
ー
に

移
動
。

５
日

・
晴
れ
　
三
浦
敬
三
さ
ん
が
自

寿
で
滑

っ
た
バ
レ
ー

・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
を

滑
る
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
ロ
ー
プ
ウ

エ

ー
駅
ま
で
行
き
、
２
本
乗
り
継
い
で
エ

ギ
ュ
・
デ
ュ
・
ミ
デ
イ
に
着
く
。
ト
ン

ネ
ル
の
出
口
で
ガ
イ
ド
の
中
山
さ
ん
た

ち
を
待
ち
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
平
坦

な
と
こ
ろ
で
ス
キ
ー
を
つ
け
氷
河
を
滑

る
。
広
い
と
こ
ろ
で
休
憩
。
シ
ャ
モ
ニ
　
ａ

ｌ
針
峰
群
や
遠
く
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
ま
　
Ｈ

で
見
え
た
。
グ
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ラ
ス
や
ド

リ
ュ
ー
な
ど
登
山
電
車
で
モ
ン
タ
ン
ビ

ュ
ー
か
ら
シ
ャ
モ
ニ
ー
ま
で
帰
る
。

６
日

・
晴
れ
　
ピ
ラ
ン
パ
ズ
で
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
を
乗
り
継
ぎ
ブ
レ
ベ
ン
ト
ヘ
。

こ
こ
か
ら
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
展
望
は
す

ば
ら
し
い
。
ス
キ
ー
場
を
滑
る
。

７
日

・
快
晴
　
長
い
ス
キ
ー
の
旅
も

終
わ
り
今
日
で
皆
さ
ん
と
お
別
れ
。
７

時
５０
分
に
ロ
ビ
ー
に
集
ま
り
荷
物
を
車

に
乗
せ
、
成
田
組
の
人
た
ち
の
見
送
り

を
受
け
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
空
港
へ
向
か
う
。

エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
便
で
ド

・
ゴ
ー
ル
空

港
に
行
き
、
関
西
便
に
乗
り
換
え
る
。

４
月
１
日

・
快
晴
　
５
時
起
床
、
サ

マ
ー
タ
イ
ム
な
の
で
暗
く
、
ト
イ
ン
も

凍

っ
て
い
て
危
な
い
。
簡
単
な
朝
食
後

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
着
け
て
出
発
す
る
。

ガ
イ
ド
の
先
導
で
氷
河
に
滑
り
込
む
。

レ
ベ
ツ
ク
の
コ
ル
、
ブ
ル
と
の
コ
ル
、

バ
ル
ベ

・
リ
ー
ヌ
の
コ
ル
で
は
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
に

一
同
感
動
。

１４
時
半
シ
ュ

タ
ベ
ル
ア
ル
プ
に
着
き
、
マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
北
壁
を
眺
め
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
は
至
福
の
ひ
と
と
き
。
ツ
ェ
ル
マ

ッ
ト
の
ホ
テ
ル
に
１６
時
に
着
い
た
。

２
日

・
雪
曇
り
　
休
息
日

３
日

。
曇
り
晴
れ
　
ゴ
ル
ナ
氷
河
を
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アンチ・ドーピング的生活の勧め

角田 一死

先 日、 とある競技の ドーピングコン トロー

ルルームに詰めていました。仕事の一つに直

前 3日 間の摂取薬物等の調査があ ります。主

たる対象は高校生で したが、約半数があるサ

プ リメン トを毎 日摂取 してお り、残 りの約半

数はある ドリンク剤を競技直前に飲んでいま

した。効果はわからないけど、 ドー ピング検

査では問題ないので毎 日摂取 していた り、大

会のたびに競技直前に飲んでいるらしいので

す。今後 も一生続けるのか心配にな りました。

ドーピングは、競走馬を興奮させる特殊な

餌を与えるdopeと いう英語が語源です。スポ

ーツ競技では、ある病気を治すための薬剤を、

競技力を高めるために用いることを指 します。

これを調べるために尿検査が行われ、今度は

薬剤の使用を隠蔽するための薬物や方法が考

案されました。これ らもドー ピングです。

最近では、酸素運搬能力を向上させるため

の血液 ドー ピング、エ リスロポエチンの投与、

更にはエ リスロポエチンや成長ホルモンを産

生 させる遺伝子の ドーピング もあ ります。こ

れに対 して2000年 のシ ドニーオ リンピック

からは血液検査 も施行されています。科学の

進歩 とともに ドーピングの方法や隠蔽方法が

進歩 し、それに対 して検査の方法 も進歩する、

といういたちごっこが続いています。

意外なことに、明らかに競技力が向上する

と世界中で認められた物質はないのですが、

副作用は必ずあると考えられています。競技

力が向上するか もと薬に頼った り、青少年が

まねをした り、長年経過 した後に副作用が出

現 した り、 というのが ドー ピングの問題点で

す。

上記のような意図的な場合 とは別に、風邪

などをひいて、うっか り禁止物質を摂取 して

しまうような場合 もあ ります。 しか し、 この

場合で も違反は違反です。なんとな く総合感

冒薬には興奮剤が入っている、 という親切な

状況 もよろしくないのか もしれ ません。

結局、サプリメン トや ビタ ミン剤には精神

的な依存が生 じゃすいので、なるべ く手を出

さないようにして、体に良いというよくわか

らない薬を試 してみた りせずに、普段の食事

で十分に栄養をとって、適度な トレーニング

で鍛えておいて、風邪を寄せつけない身体に

してお く、 というのがアンチ・ドー ピング的

生活にな ります。いわゆる普通の生活ですね。

蛇足ですが、選手が ドーピング検査で陽性

と判断された時、うっか り禁止物質を処方 し

た医師 も 「アンチ・ ドーピング規則違反」 と

判断される場合がありますので、ご注意くだ

さい。

ナチュラルクリーニング

管理人 木村太郎 0弥生

遅ればせながら山研もナチュ

ラルクリーニング (ロ ーインパ

ク トクリーニング)を取 り入れ

始めました。 トイン掃除に重曹、

汚れの少ない洗濯物に炭と塩、

布巾の漂白にお酢、排水回の汚

れ落しに熱湯。塩素が入ってい

ないおいしい山研の天然水をな

るべ く最少限の汚れに抑えて排

水したい、そんな想いがきっか

けでした。

とは言っても何十人もの団体

さんが利用した後など、どうし

ても以前からス トックされてい

る合成洗剤に頼らざるを得ない

場合もあります。でも殺虫剤と

しての効力もある洗剤 (虫 たち

には大変申しわけないのですが、

以前は大嫌いな虫をお風呂場で

発見するとお風呂用洗剤をかけ

ておさらばさせていました)を
使っての掃除は見た目にはされ

いになっても、何か大切なもの

を破壊したような悲しい、申し

わけないような気持になります。

この感覚は 「地球に住まわせ

ていただいている」と思わせる

上高地という環境のなせる業か

もしれません。まだまだ 「環境

にやさしい掃除術初心」ではあ

りますが、自然の声、上高地の

声を聞きつつ皆さんが来た時に

気持がいいと思っていただける

空間作 りに励んでいきたいと思

っています。

9月 には恒例のプチオータム

コンサー トも予定されています。

これを機に、おいしい天然水

を飲みに山研にいらっしゃいま

せんか。

(15)
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英
文
誌

『ジ
ャ
バ

ニ
ー
ズ
・

ア
ル
バ
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
の
発
行

す
」

（チ

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
中
央
図
書
館
図

書
司
、
モ
ニ
カ

ｏ
ミ

ュ
ー
ラ
ー
）

１
日
に
１
、
２
通
の
Ｅ
メ
ー
ル
が
入

っ
て
く
る
。
引
用
は
ほ
ん
の

一
例
で
あ

る
が
、
励
み
に
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多

い
。　
一
通

一
通
丹
念
に
返
事
を
す
る
。

レ
ス
ポ
ン
ス
の
あ

っ
た
人
に
は
丁
寧
に

対
応
し
Ｊ
Ａ
Ｎ
の
親
派
を
広
げ
て
行
く

こ
と
が
大
事
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

■
欧
米
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ヘ
の
仲
間
入
り

世
界
山
岳
連
盟
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の
遠
征
委

員
会
は
、
５
年
前
よ
り
世
界
の
山
々
に

お
け
る
初
登
頂
と
新
ル
ー
ト
の
初
登
攀

の
記
録
を
集
約
し
冊
子
の
か
た
ち
で
発

表
し
て
き
た
。
そ
の
主
な
情
報
源
と
し

て
Ｊ
Ａ
Ｎ
は
２
０
０
２
年
以
降
下
記
の

８
か
国
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
伍
し
て
認
知

さ
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
を
除
い
て
各
団

体
か
ら
直
接

・
間
接
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
本
部
あ

る
い
は
私
に
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
る
。

『、′
コ
〕①
「
一の
”
コ
′ヽ
一り
一コ
①
」
Ｏ
Ｃ
「
コ
”
一』

（ヽ‐′本
）
、
『ヽ
′
一υ
一コ
①
」
ｏ
⊂
「
コ
”
一』

（一央
）
、

『工
一∞
〓
て
【〇
⊂
コ
一ユ
”
∽
り
〇
簿
∽
ヨ
”
∞
〔、
す
の
』

（一央
）
、
『「α
く
一∽一”
Ｑ
①
一
０
〕Ｃ
σ
＼こ
り
一Ｄ
Ｏ
Ｆ
‐

”
〓
”
”
〇
』
（紐
′）
、
『∪
①
Ｃ
計∽
の
コ
①
「
″ゝ』り
の
Ｄ

＜
①
「①
一コ
』
（殖
一）
、
『『
①
Ｑ
の
「”
Ｌ
Ｏ
Ｄ
『
「”
Ｄ
Ｉ

の
一盟
一∽
①
Ｑ
①
ｒ
”
ソゝ
Ｏ
Ｄ
一”
∞
⊃
①
の
一
Ｑ
①
一．
国
∽
―

の
”
一”
Ｑ
①
』
（〃恰
）
、
『ェ
一ヨ
●
一”
く
”
つ
」Ｏ
Ｃ
「
―

●
巴
』

（印甲
）
、
『「
〇
一∽
バ
一
Ｎ
ヨ
一”
Ｎ
①
π
＞
Ｔ

リ
ヨ

一Ｎ
ヨ

⊂
』

（壮
供
）
、

『ゴ

①ヽ
σ
∽
〓
①
ヨ
ヨ
ヨ

・

「
″』
∽
π
。「
Ｃ
』
　
（串蕗
）
、

『∽
①
「
く
①
一
の
め
コ
①
「
”
一

Ｑ
．
Ｈ
Ｄ
「
〇
「
【“
”
の
一〇

Ｑ
①
７
（
Ｃ
Ｄ
一
”
つ
く
”
』

（西
）

■

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
は

車
の
両
輪
の

一
つ

Ｊ
Ａ
Ｎ
と

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
は
私

に
と
っ
て
車
の
両
輪
で
あ
る
。
日
本
か

ら
発
信
す
る
情
報
の
な
か
で
、　
一
義
的

に
受
け
手
の
興
味
を
惹
く
の
は
彼
ら
が

知
ら
な
い
領
域
、
出
か
け
る
の
が
難
し

い
土
地
や
山
域
で
あ
ろ
う
と
い
う
視
点

に
軸
足
を
お
い
て
考
え
る
と
、

「ヒ
マ

ラ
ヤ
の
東
」
が
候
補
と
し
て
最
適
で
あ

る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
端
、
ナ
ム
チ
ャ
バ

ル
ワ

（７
７
８
２
肝
）
を
抱
く
よ
う
に

チ
ベ
ッ
ト
高
原
か
ら
イ
ン
ド
ヘ
流
れ
る

ヤ
ル
ン

ｏ
ツ
ア
ン
ポ
ー
大
峡
谷
の
北
か

ら
東
に
延
び
る
広
大
な
山
系
が
あ
る
。

１０
年
以
上
通
っ
て
、
ほ
ぼ
山
系
全
体
を

俯
政
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
情

報
は
必
ず
や
欧
米
の
パ
イ
オ
ニ
ア
ー
…

ワ
ー
ク
を
志
向
す
る
登
山
家
の
注
目
を

浴
び
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
た
。
狙
い
は

間
違

っ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
入
っ
て
く
る
問
合
せ
の
多
く
は

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

登
山
に
限
ら
ず
メ
コ
ン
川
源
流
探
検
や

下
降
も
話
題
性
が
大
き
い
。
「ヒ
マ
ラ

ヤ
の
東
」
の
紀
行
は
１
９
９
７
年
か
ら

「日
本
か
ら
国
外
に
発
信
さ
れ
る
登

山
情
報
は
極
め
て
少
な
い
、
日
本
の
ア

ル
ピ
ニ
ズ
ム
は
世
界
か
ら
孤
立
し
て
発

展
し
て
い
る
…
…
」
２
０
０
０
年
２
月

に
日
本
山
岳
会
の
招
待
で
来
日
し
た
ア

メ
リ
カ
ン

・
ア
ル
パ
イ
ン

・
ジ
ヤ
ー
ナ

ル
前
編
集
長
、
ク
リ
ス
チ
ヤ
ン

・
ベ
ツ

ク
ウ
ィ
ズ
は
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
会
報

に
書
い
て
い
る
。
彼
の
み
な
ら
ず
、
海

外
の
知
日
派
の
登
山
家
か
ら
日
本
発
の

情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
ユ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、　
一

昨
年
の
１０
月
に
日
本
山
岳
会
は

『」Ｓ
‐

”
Ｄ
①
∽
①
≧
■
つ
の
Ｚ
①
ヨ
∽
』
（Ｊ
Ａ
Ｎ
）

第
１
号
を
発
行
。
昨
年
４
月
に
第
２
号

と
ム
ス
タ
ン
特
集
号
を
、
今
年
の
５
月

に
第
３
号
と
第
４
号

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の

東
」
特
集
を
出
し
、
都
合
５
冊
が
海
外

へ
発
信
さ
れ
た
。
現
在
海
外
の
１
２
５

の
山
岳
団
体

（図
書
館
を
含
む
）
と
４

５
０
人
の
個
人
に
送
付
し
て
い
る
。

■
パ
ソ
コ
ン
の
向
こ
う
に

世
界
の
登
山
界
が
見
え
る

◇

「ト
ム
、
四
川
省
か
ら
戻
っ
た
ば
か

編
集
人
　
中
村
　
保

り
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
最
新
号
は
昨
日
届
き

ま
し
た
。
相
棒
の
ラ
ム
ス
デ
ン
と
早
速

見
て
い
ま
す
。
我
々
に
と
っ
て
Ｊ
Ａ
Ｎ

は
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
で

す
」
（英
国
、
ミ
ッ
ク

・
フ
ア
ル
ラ
ー
）

◇

「Ｊ
Ａ
Ｎ
あ
り
が
と
う
。
美
し
い
写

真
と
地
図
、
立
派
な
で
き
映
え
で
す
。

長
く
保
存
し
ま
す
」

（オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ク
ル
ト

・
デ
イ
ー
ン
ベ
ル
ガ
ー
）

◇
二
Ｊ
Ａ
Ｎ
３
、
４
号
拝
受
し
ま
し
た
。

貴
殿
の
２５
回
に
わ
た
る
辺
境
へ
の
旅
の

集
大
成

″
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
″
の
目
を
見

張
る
写
真
と
た
く
さ
ん
の
地
図
は
貴
重

な
資
料
で
す
。
図
書
館
に
大
事
に
収
め

ら
れ
ま
す
」
（英
国
王
立
地
理
学
会

・

副
理
事
、ナ
イ
ジ

ェ
ル

・
ウ
イ
ン
ザ
ー
）

◇

「今
日
目
に
す
る
に
は
稀
な
ほ
ど
す

ば
ら
し
く
充
実
し
た
内
容
と
表
現
で
す
。

情
報
提
供
の
面
で
世
界
の
登
山
界
に
価

値
あ
る
貢
献
を
す
る
で
し
よ
う
」

（オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
南
極
専
門
家
、
ダ
ミ

ア
ン

・
ギ
ル
デ
ア
）

◇

「貴
会
が
海
外
向
け
の
英
文
ジ
ャ
ー

ナ
ル
を
発
行
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
ま

し
た
。
初
刊
号
か
ら
ま
と
め
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。
我
々
の
図
書
館
に
収
め
ま
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継
続
的
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン

・
ジ
ヤ
ー
ナ
ル

に
投
稿
し
て
き
た
。
編
集
長
の
カ
パ
デ

イ
ア
氏
は
Ｊ
Ａ
Ｎ
発
行
と
も
ど
も
高
く

評
価
し
て
く
れ

て
、
私
は
ヒ

マ
ラ
ヤ

ン

・
ク
ラ
ブ
の
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ

た
。
６
月
２
日
、
カ
パ
デ
イ
ア
氏
は
エ

リ
ザ
ベ
ス
女
王
戴
冠
５０
周
年
記
念
日
に

英
国
王
立
地
理
学
会
の
ふ
た

つ
の
ゴ
ー

ル
デ
ン

ｏ
メ
ダ
ル
の
ひ
と
つ
パ
ト

ロ
ン

ズ

ｏ
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
。
ア
ジ
ア
人

と
し
て
は
イ
ン
ド
測
量
局
の
パ
ン
デ
イ

ト
、
ナ
イ
ン

・
シ
ン
以
来
１
２
５
年
ぶ

り
の
こ
と
で
あ
る
。

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
の
原
稿
を
参
考
ま

で
に
Ａ
Ａ
Ｊ
編
集
長
、
ジ

ョ
ン

・
ハ
ー

リ
ン
Ⅲ
に
送
信
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ

ん
興
味
を
示
し
、
Ａ
Ａ
Ｊ
２
０
０
３
年

号
に
巻
頭
３２
ペ
ー
ジ
の
大
特
集
を
組
む

こ
と
に
な

っ
た
。
故

・
吉
沢

一
郎
さ
ん

と
私
が
親
し
く
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ
登

山
界

の
大
御
所

で
知
日
派

の
ニ
コ
ラ

ス

・
ク
リ
ン
チ
の
暗
黙
の
後
押
し
が
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
Ａ
Ａ
Ｊ
と
し

て
は
異
例
の
扱
い
で
あ
ろ
う
。
若
い
頃

海
外
の
情
報
に
関
し
て
は
Ａ
Ａ
Ｊ
が
バ

イ
ブ
ル
で
あ

っ
た
私
に
と

っ
て
は
感
無

量
で
あ
る
。　
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
新
し

い
山
岳
誌

『≧
ヨ
⊂
Ｑ
①
∽
』
が
第
３
号

で

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
を
特
集
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
。
『≧
Ｌ
ご
Ｑ
①
∽
』
は

フ
ラ
ン
ス
の
登
山
文
化
の
香
り
を
感
じ

さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
山
岳
誌
で
あ
る
。

■
ア
ル
バ
イ
ン

・
ニ
ュ
ー
ズ

発
行
の
三
つ
の
課
題

Ｊ
Ａ
Ｎ
作
り
は
３
つ
の
こ
と
が
キ
ー

に
な

っ
て
い
る
。

ｌ
ｅ
記
録

・
情
報
の
収
集

Ｊ
Ａ
Ｎ
は
日
本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー

ナ
ル
に
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
記
録

は
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
の
成
果
だ
け
に
限
定
せ

ず
に
オ
ー
ル

・
ジ
ャ
パ
ン
を
視
野
に
ニ

ュ
ー
ス
の
収
集
に
着
手
す
る
。
が
、
ま

ず
驚
い
た
こ
と
は
１
０
０
年
の
歴
史
と

伝
統
を
も
つ
名
門
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
は
記
録

の
系
統
的
集
積
は
な
く
、
ま
た
情
報
収

集
の
機
能
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
落
ち

こ
ぼ
し
の
な
い
よ
う
可
能
な
限
り
日
本

全
国
か
ら
集
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
暗
中

模
索
が
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
に
関
し
て
は
不
完
全
で
は
あ

っ

て
も
日
本
人
の
記
録
が
全
国
レ
ベ
ル
で

集
約
さ
れ
て
い
る
の
は
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ

協
会

（Ｈ
Ａ
Ｊ
）
だ
け
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
Ｈ
Ａ
Ｊ
理
事
長
の
山
森
欣

一
氏
の
協
力
が
な
け
れ
ば
ス
タ
ー
ト
の

段
階
で
蹟
い
て
い
た
ろ
う
。
号
を
重
ね

る
に
し
た
が
い
情
報
源
は
少
し
づ
つ
広

が
っ
て
い
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
自
前
の
情

報
に
加
え
、
ネ
パ
ー
ル
は
大
西
保
氏
と

大
阪
山
の
会
、
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ユ
・
カ

ラ
コ
ラ
ム
会
議
、
勤
労
者
山
岳
連
盟
が

基
礎
的
な
ニ
ュ
ー
ス

ｏ
ソ
ー
ス
と
な

っ

て
い
る
。
個
人
ベ
ー
ス
で
の
情
報
提
供

に
も
で
き
る
だ
け
日
配
り
を
し
て
い
る
。

『山
と
渓
谷
』
、
『岳
人
』
の
情
報
も
活

用
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

２
．
雑
誌
作
り
―
英
語

記
録
が
集
ま
れ
ば
後
は
本
作
り
で
あ

る
。
原
稿
は
英
語
か
日
本
語
の
い
ず
れ

か
だ
が
、
英
語
原
稿
そ
の
ま
ま
手
を
入

れ
ず
に
使
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

日
本
語
の
場
合
は
私
が
翻
訳
す
る
。　
一

部
を
倉
知
敬
氏
と
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
の

笹
生
博
夫
氏
に
も
手
伝

っ
て
も
ら
っ
た
。

英
語
の
レ
ビ
ュ
ー
は
必
須
で
あ
る
。
大

事
な
章
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
と
ア
メ
リ
カ
の
友
人
の
女
性
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
送
信
し
、
読
み
や
す
く

す
る
程
度
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
し

て
も
ら
う
。　
一
部
は
日
本
人
の
英
語
の

プ
ロ
に
も
見
て
も
ら
っ
て
い
る
。
私
自

身
６５
歳
で
仕
事
か
ら
離
れ
て
ま
た
英
語

の
勉
強
を
し
て
い
る
。

３
。
送
付
先
の
選
定

一
番
苦
労
し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ａ
Ｎ
を

誰
に
送
る
か
で
あ
る
。
英
文
サ
マ
リ
ー

が
載

っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｃ

『山
岳
』
は
海

外
の
わ
ず
か
３２
の
山
岳
会
に
各

一
部
送

ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
立
ち
上
げ

の
時
海
外
に
コ
ン
タ
ク
ト
の
あ
り
そ
う

な
Ｊ
Ａ
Ｃ
関
係
者
に
送
付
先
情
報
を
お

願
い
し
て
リ
ス
ト
を
い
た
だ
い
た
が
、

欧
米
に
関
し
て
は
非
常
に
限
定
的
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
で
き
る
範
囲
で
だ
が
、

手
探
り
で
送
付
先
を
広
げ
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
幸
い
私
は
ア
メ
リ
カ

ン

・
ア
ル
パ
イ
ン

・
ク
ラ
ブ
、
ア
ル
パ

イ

ン

・
ク

ラ
ブ

（英
）
、
ヒ

マ
ラ

ヤ

ン

。
ク
ラ
ブ

（印
）
の
会
員
な
の
で
、

米

・
英

・
イ
ン
ド
に
つ
い
て
は
情
報
提

供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ス
イ
ス
に
本
部
を
置
く
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
の

メ
ン
バ
ー

・
リ
ス
ト

（世
界
８０
の
山
岳

団
体
）
と
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
役
員
の
リ
ス
ト
を

入
手
し
た
。
英
語
圏
の
カ
ナ
ダ
は
カ
ナ

ダ
在
住
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
か
ら
、
オ
セ
ア

ニ
ア
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
山
岳
会
会

長
か
ら
リ
ス
ト
を
も
ら
っ
た
。
残
る
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン

Ｓ
Ｇ
Ｉ
Ｍ
に
お
願
い
し
て
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
等
の
国
ヘ

の
送
付
リ
ス
ト
を
作

っ
て
も
ら
っ
た
が
、

有
名
登
山
家
は
カ
バ
ー
し
て
は
い
る
も

の
の
、
ま
だ
不
完
全
で
手
薄
な
地
域
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
整
備
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
あ
る
。
送
付
相
手
の
住
所
変
更

を
不
断
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
ゆ
く
の
は
容

易
な
仕
事
で
は
な
い
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
柏
澄
子
さ
ん
が

協
力
者
と
し
て
最
近
名
乗
り
を
上
げ
て

く
れ
た
。
今
後
サ
ポ
ー
タ
ー
の
輸
が
広

が
っ
て
、
早
く
後
継
者
が
現
れ
て
く
れ

る
こ
と
を
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。
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高
澤
光
雄

・
編

『北
の
山
の
夜
明
け
』

北
海
道
の
山
に
関
す
る
研
究
資
料
集
。

昨
年
５
月
の
刊
行
だ
が
、
最
近
本
会
図

書
室
に
納
め
ら
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。

①
ジ

ョ
ン

・
ミ
ル
ン
の
千
島
列
島
お

よ
び
北
海
道
旅
行

（水
野
勉
）、
②
阿

倍
比
羅
夫
の
後
方
羊
蹄
山
遠
征
に
つ
い

て

（高
澤
光
雄
）、
③
黎
明
期
の
北
海

道
山
岳
文
学

（田
中
恒
寿
）
、
④
北
の

山
の
詩
人

ｏ
井
田
清

（清
水
敏

一
）
、

⑤
北
大
ス
キ
ー
部
と
冬
季
登
山

（中
浦

暗
至
）、
⑥
鳥
敏
図

・
展
望
図

・
対
景

で
見
る

「北
海
道
名
山
図
絵
」
（藤
本

一
美
）
と
い
う
本
文
に
、
⑦
蝦
夷
地
山

名
辞
書
稿

‐
松
浦
武
四
郎
文
献
を
中
心

に
―
人
高
澤
光
雄
監
修

・
渡
辺
隆
編

著
）
、
③
神
保
小
虎
の
明
治
期
に
お
け

る
北
海
道
の
地
質
調
査
と
ア
イ
ヌ
語
山

名

（松
田
義
章
）
、
⑨
明
治
前
蝦
夷
地

探
検
開
拓
史
年
表

（高
澤
光
雄
編
）
と

い
う
魅
力
的
な
内
容
。

①
は
明
治
初
期
、
日
本
の
地
質
学

・

地
震
学
を
指
導
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
の
千

島
と
北
海
道
調
査
を
跡
付
け
、
解
説
。

②
は

『日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
人
物

と
後
方
羊
蹄
山
と
の
か
か
わ
り
、
さ
ら

に
松
浦
武
四
郎
の
事
跡
の
謎
を
追
う
。

③
は
大
町
桂
月
、
大
島
亮
吉
、
伊
藤
秀

五
郎
の
３
人
か
ら
北
海
道
の
山
の
文
章

を
た
ど
る
。
④
は
北
大
山
岳
部
出
身
、

戦
前
ア
ル
プ
ス
に
も
登

っ
て
い
る
が
、

不
明
部
分
の
多
い
人
物
の
追
跡
。
⑤
は

北
海
道
の
冬
期
登
山
初
期
の
紹
介
。
⑥

は
松
浦
武
四
郎
、
谷
文
晃
か
ら
現
在
ま

で
北
海
道
の
山
を
図
絵
の
面
か
ら
整
理
。

⑦
～
⑨
は
詳
細
な
資
料
集
。

ど
れ
も
読
み
ご
た
え
が
あ
る
が
、
②

で
は
阿
倍
比
羅
夫
は
蝦
夷
地
に
は
き
て

な
い
と
か
、
松
浦
武
四
郎
の
後
方
羊
蹄

山
登
山
は
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
、
山
名
語
源

説
へ
の
疑
問
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

後
半
の
資
料
集
と
と
も
に
北
海
道
の
山

に
関
心
の
あ
る
人
は
目
を
通
し
て
お
い

て
損
は
な
い
論
考
ば
か
り
。
申
込
み
は

後
記
へ
。
　
　
　
　
　
（大
森
久
雄
）

２
０
０
２
年
５
月
　
日
本
山
書
の
会

発
行
　
約
３
２
４
ガ
　
別
丁
図
版
５

点
　
発
売

上
下
０
０
１
１
０
０
１
０

札
幌
市
北
区
北
十
条
西
４
丁
目
　
ＴＥＬ

＆
Ⅲ
０
１
１
‥
７
４
６
‥
２
９
４
０

サ
ッ
ポ

ロ
堂
書
店
　
３
０
０
０
円

坂
口
貞
男

・
著

『熊
野
　
山
こ
よ
み
』

和
歌
山
県
南
部
の
山
村
大
塔
村
で
昭

和
４
年
に
生
ま
れ
、
山
仕
事
に
就
い
た

の
が
Ｈ
歳
の
と
き
。
以
来
６０
年
近
く
山

図 書 紹 介

イラスト 蜂谷益雄

連続講演会「語り継ぐ 黎明期の登山…それぞれの山」

第 1回 堀田弥―氏「山に生きて94年・立山からヒマラヤヘ」

資料・映像委員会

日本の近代登山の黎明期、私たちの先達はどのように山に挑み、己を鼓舞 し、

未踏のルー トを拓 き、岩肌 と熱 く語 り合ったのでしょうか。資料・映像委員会

では、日本山岳会の 100周年に向けて、黎明期の登山史を知る先覚者をお迎え

し、当時をリアルに語っていただきた く連続講演会を企画いたしました。

第 1回 は、堀田弥一名誉会員 (立教大学OB)の ご登壇です。堀田氏は1936
年に、立教大学が日本人 としては初めてヒマラヤ遠征を行い、"ナンダコー ト"

(6867m)に登頂を果たしたとき、隊長を務められました。その時のお話や、

立山・黒部のグラウンドから海外遠征に至った経緯など、感動の歴史のひとこ

まひとこまを我々後輩にメッセージしていただけることと思います。

先達の肉声に触れ、時を越えてともに想いを馳せることにより、黎明期の登

山史が見えて くるのではないでしょうか。

なお、当日は登頂の貴重な映像 も放映予定です。どうぞご期待 ください。

10月 16日 (本)18時 30分 ～20時30分

東京体育館 第一研修室 (JR千駄ヶ谷駅前 )

120名  (当 日の受付 も可能、無料です )

・問合せ 郵便、メール、FAXにて、会員番号、氏名を記入のうえ

奈良 千佐子宛 (〒 150-0001 渋谷区神宮前3-29-11

FAX 03-3402-6014 メーリレmtechisako@Inbconifty.com)

時

所

員

み込

日

場

定

申
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暮
ら
し
を
し
、
山
を
下
り
た
の
が
４
年

前
。
現
在
７３
歳
に
な
る

″
山
び
と
″
の

熊
野
の
山
を
知
り
尽
く
し
た
古
老
が
語

る
、
山
暮
ら
し
の
知
恵
の
数
々
。

厳
し
い
山
の
生
活
で
刻
々
と
変
化
す

る
自
然
の
中
で
接
し
た
植
物
や
動
物
の

話
、
本
の
話
、
天
候
の
話
、
山
の
神
の

話
な
ど
素
朴
な
紀
州
弁
で
語
ら
れ
る
、

今
で
は
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
日
本
の
原

風
景
と
で
も
い
う
も
の
が
見
い
だ
せ
る

１
冊
で
あ
る
。

内
容
は
書
名
ど
お
り
、
熊
野
の
山
暮

ら
し
を
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
に
区
分
し
、

月
ご
と
に
５
つ
の
話
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

１
月

「し
も
や
け
に
は
ス
ギ
ヤ
ネ
」
、

３
月

「ム
サ
サ
ビ
の
布
団
干
し
」
、
５

月

「
ミ
ミ
ズ

の
熱
さ
ま
し
」
、
９
月

「イ
タ
チ
が
横
切

っ
た
ら
仕
事

は
中

止
」
な
ど
、
い
ず
れ
も
興
味
深
い
話
の

数
々
で
あ
る
。

序
文
で
著
者
が

「四
季
折
々
の
山
暮

ら
し
に
つ
い
て
、
大
変
や
っ
た
こ
と
、

愉
快
や
っ
た
こ
と
、
驚
い
た
こ
と
、
な

る
ほ
ど
と
思

っ
た
こ
と
、
土日
の
人
の
生

き
る
知
恵
や
工
夫
み
た
い
な
も
ん
も
、

よ
お
け
入

っ
と
る
は
ず
や
。

『昔
の
人

は
こ
ん
な
苦
労
し
た
ん
や
な
ぁ
。
そ
や

か
ら
今
、
み
な
、
こ
う
し
て
お
ら
れ
ん

や
な
ぁ
』
そ
ん
な
ふ
う
に
少
し
で
も
何

か
感
じ
て
読
ん
で
も
ろ
た
ら
と
思
う

な
」
と
語

っ
て
い
る
。

（大
橋
　
晋
）

２
０
０
２
年
Ｈ
月
　
角
川
春
樹
事
務

所
発
行
　
２
２
２
が
　
定
価
１
９
０

０
円

立
教
大
学
山
岳
部

・
編

『部
報
第
１１
号
』

（１
９
８
３
～
２
０
０
０
年
）

最
近
の
１８
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
た

部
報
で
あ
る
。
さ
る
５
月
２４
日
、
セ
ン

ト
ポ
ー
ル
構
内
で
行
わ
れ
た

「創
部
８０

周
年
記
念
祝
賀
会
」
で
出
席
者
に
披
露

さ
れ
た
。

第
１
章
は

「海
外
登
山
報
告
」
。
１

９
８
７
年
秋
の
学
生
中
心
の
ナ
ン
ダ
コ

ー
ト
再
登
頂
、
１
９
９
３
年
の
チ
ベ
ッ

ト

・
チ
ョ
モ
ロ
ン
ゾ
登
頂
、

９８
年
４
月

か
ら
８
月
に
か
け
て
の
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル

ム
Ⅱ
峰
登
山
、
当
時
と
し
て
は
珍
ら
し

か
っ
た
学
生
だ
け
の
ネ
パ
ー
ル
合
宿
な

ど
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
第
２
章
は
剣

や
槍

・
穂
高
な
ど
で
行
わ
れ
た
１５
の
国

内
登
山
の
報
告
。

も

っ
と
も

「報
告
」
と
し
て
採
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
９２
年
の
冬
山
ま
で
。

以
後
は
ス
ケ
ー
ル
的
に
も
１
週
間
を
超

え
る
よ
う
な
山
行
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
か
、
現
役
部
員
た
ち
の

記
録
は
第
３
章
の
ク

ロ
ニ
ク
ル

（年

録
）
で
参
加
者
、
日
時
、
コ
ー
ス
が
略

記
さ
れ
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
年
録

か
ら
は
９３
年
以
降
、
立
教
も
ご
多
分
に

漏
れ
ず
、
部
員
数
が
極
め
て
少
な
い
こ

と
が
読
み
と
れ
る
。

第
４
章

「足
跡
」
は
３
つ
の
座
談
会

で
Ｏ
Ｂ
、
部
員
た
ち
の
歩
み
の
節
目
を

辿

っ
て
い
る
。

「立
教
の
山
」
と
呼
ば

れ
る
ナ
ン
ダ
コ
ー
ト
ヘ
の
１
９
８
７
年

の
再
登
頂
が
、
堀
田
弥

一
さ
ん
ら
５０
年

前
の
初
登
頂
者
ら
を
交
え
て
語
ら
れ
、

採
録
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
の
関

わ
り
を
歴
代
の
Ｏ
Ｂ
が
語
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
あ
り
、
さ
ら
に

「歴
代
主
将
が

語
る
山
岳
部
の
歩
み
」
で
、

１８
年
の
活

動
の
背
景
に
あ
る
時
代
の
流
れ
や
山
登

り
に
対
す
る
考
え
方
、
部
の
雰
囲
気
が
、

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
披
露
さ
れ
て
い
る
。

話
が
あ
ち
こ
ち
に
跳
ん
だ
り
内
輸
話
に

過
ぎ
る
と
こ
ろ
も
な
い
で
は
な
い
が
、

先
輩
後
輩
の
自
由
か
つ
率
直
な
つ
な
が

り
も
よ
く
見
え
て
、
逆
に
そ
れ
が
面
白

い
。
も
ち
ろ
ん
、
真
面
目
な
将
来
展
望

で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

（成
川
　
隆
顕
）

２
０
０
２
年
６
月
　
立
教
大
学
山
岳

部
発
行
　
４
０
０
ガ
　
Ａ
５
版
　
３

０
０
０
円

（送
料
共
）
　

購
入
希
望

者
は
加
計
ま
で
（Ⅲ
０
４
４
１８
５
２

‐
３
８
５
１
）

「山の本」新刊発売中 !!

樋上嘉秀 著 四六判 230頁 本体 1,900円

台高山系の谷は水量も豊富、数十米の大滝をいくつも架

けて豪快。32谷 を厳選 して詳細地図付きで紹介。

草川啓三 著 四六判 330頁 本体2,500円

全山約85の プロフィール とガイ ド。珠玉の尾根歩きコース

20を紹介。カラーフォ トエ ッセイな ど、盛沢山な内容。

● 好 評 発 売 中

南里章二 著 (9364).A5判  480頁 本:1ホ2,700円
シルクロー ド、ヒマラヤの踏査。コンゴ、アマゾン川下 り。

サハラ砂漠縦横断など、世界全独立国192カ 国を旅 して。

カラコルム・ヒンズークシュ登山地図
〔付〕カラコルム七 ンズークシュ山岳研究

A4変型判 上製美装ケース入 385ページ B全判地図13葉

宮森常雄 (秩父宮記念山岳賞受賞)・ 雁部貞夫,共著

◎好評発売中 !!定価 (本体33,000円 +税 )

T―民族と歴史、そして冒険

ナ カ ニ シ ヤ 出 版
〒606-8316京 都 市左京 区吉 田二本松 町 2
Te:_075-751-121l Fax.075-751-2665

URL http:〃 www.nakanishiya cojp/

(19)

関西の沢登 り(1) の
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６
月
理
事
会

日
時
　
６
月
Ｈ
日
ω
ｌ８
時
３０
分
～
２０
時

３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］

平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、藤
本
、今
村
、朴
元
、贄

田
、
田
村
、
鈴
木
、
黒
川
、
野
口
、
石

田
、
篠
崎
、
鳥
居
各
理
事
、
内
田
、　
一

カ
各
監
事
、
宮
崎
、
鰺
坂
、
小
倉

（董
）

重
廣
、
西
村
各
常
任
評
議
員

［委
任
］

小
川
、
大
蔵
各
理
事

◎
会
議
に
先
立
ち
、
平
成
１４
年
度
海
外

登
山
基
金
助
成
金
対
象
の
明
大
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
ー
峰
登
山
隊
、
東
京
農
大
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

・
ロ
ー
ツ
エ
登
山
隊
よ
り
お

礼
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

ま
た
平
山
会
長
よ
り
１
０
０
周
年
記

念
企
画
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
審
議
は
時
間

を
と
り
た
い
の
で
最
後
に
し
た
い
旨
発

言
が
あ

っ
た
。

【審
議
事
項
】

１
　
北
海
道
支
部
主
催
の
自
然
学
校
に

対
す
る
助
成
の
件
　
　
　
　
　
　
藤
本

「こ
う
し
た
助
成
を
実
施
す
る
た
め
の

基
準
を
設
け
る
べ
し
」
「何
度
か
の
実
績

を
つ
ん
だ
所
に
助
成
し
て
は
」
「１
人
当

り
い
く
ら
と
決
め
て
は
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
今
後
の
山
岳
会
の
若
年

者
の
増
大
に
も
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と

で
助
成
を
実
施
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

２
　
「高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
の
緑
の

募
金
公
募
事
業
応
募
申
請
の
件
　
篠
崎

通
常
３
年
間
で
助
成
は
打
切
ら
れ
る

が
、
山
岳
会
の
下
部
団
体
と
し
て
名
称

を
変
更
し
て
再
度
申
請
し
た
い
と
の
提

案
が
あ
り
、
現
在
の
活
発
な
活
動
内
容

を
評
価
し
、
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に

も
つ
な
が
る
と
了
承
さ
れ
た
。

【報
告
事
項
】

１
　
会
報

『山
』
６
月
号
の
内
容
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村

９
月
号
は
７
０
０
号
記
念
と
し
て
カ

ラ
ー
印
刷
で
や
り
た
い
の
で
、
財
務
と

相
談
し
て
実
施
す
る
。

２
　
予
算
管
理
月
報
　
　
　
　
　
橋
本

別
紙
報
告
あ
り
。
１
０
０
周
年
の
寄

付
は
現
在
の
と
こ
ろ
４
６
６
万
円
で
あ

る
。
別
紙
の
と
お
り
平
成
１５
年
度
予
算

執
行
に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ

っ
た
。

３
　
本
年
度
ウ

エ
ス
ト
ン
祭
に
つ
い
て

小
川

（藤
本
代
）

４
　
青
森
支
部
新
役
員
決
定
に
つ
い
て

藤
本

支
部
長

・
根
深
誠

事
務
局
担
当
者

ｏ
中
村
勉

５
　
山
岳
資
料
掲
載
依
頼
　
　
　
藤
本

ウ

エ
ス
ト
ン
の
肖
像
　
日
本
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
よ
り

６
　
英
国
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
財
団
２
０
０

３
年
助
成
金
対
象
の
海
外
遠
征
計
画

一

覧

（別
添
資
料
）　
　
　
　
　
　
田
村

７
　
各
委
員
会
報
告

学
生
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居

以
下
の
予
定
あ
り
。

●
６
月
２１
日
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ン
ペ

（千
葉
大
）

●
７
月
５
～
６
日
沢
集
会
（西
沢
渓
谷
）

●
７
月
１８
日
前
期
納
会

（ル
ー
ム
）

科
学
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田

以
下
を
実
施
し
た
。

●
５
月
１５
日

「南
の
塩
の
道
」
講
演
会

●
６
月
７
～
８
日
探
索
山
行

「南
の
塩

の
道
」

自
然
保
護
委
員
会
　
　
　
　
　
　
篠
崎

●
「山
の
自
然
学
研
究
会
」
の
件
、
自

然
保
護
委
員
会
で
事
情
を
聞
い
た
。
今

後
と
も
、
委
員
会
と
連
携
し
て
ま
ち
が

い
の
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

●
自
然
保
護
全
国
集
会
を
１０
月
１２
～
１３

日
に
岐
阜
支
部
と
共
催
す
る
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

【審
議
事
項
】

３
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
企
画
プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
の
件
　
　
　
　
　
平
山
会
長

１
０
０
周
年
記
念
事
業
推
進
組
織

（案
）
の
各
委
員
会
は
、
で
き
れ
ば
７
月

の
理
事
会
で
検
討
し
、
少
な
く
と
も
９

月
に
は
決
め
た
い
。

自
由
に
発
言
し
て
下
さ
い
。

●
は
じ
め
に
平
林
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
よ
り
企
画
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
内
容

（別
紙
）
の
説
明
が
あ

っ
た
。

●
募
金
委
員
会
に
は
歴
代
会
長
、

８０
周

年
、

９０
周
年
の
人
も
入
っ
て
も
ら
っ
た

ら
ど
う
か
。

●
募
金
の
目
安
と
し
て
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

会
員
募
金
　
　
　
４
０
０
０
万
円
　
υ

一
般
募
金
　
　
　
２
０
０
０
万
円

長
期
積
立
取
崩
　
２
０
０
０
万
円

事
業
収
入
　
　
　
　
５
０
０
万
円

計
　
　
　
　
　
８
５
０
０
万
円

●
記
念
施
設
、
設
備
等
に
つ
い
て
は
実

質
、
実
行
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

●
全
会
員
参
加
と
す
れ
ば
企
画
段
階
か

ら
参
加
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

●
そ
の
他
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

次
回
常
務
理
事
会
を
１
週
間
早
め
て
、

７
月
１
日
の
と
し
、
そ
れ
ま
で
に
総
務

理
事
宛
に
１
０
０
周
年
記
念
事
業
に
対

す
る
提
案
、
具
体
的
実
施
案
を
提
出
す

る

こ
と

に
な

っ
た
。

事
業
委
員
会

６
月
５
～
８
日

実
施
。

ｋ
上

Ｅ

未

■

フ

出
羽
三
山
登
山
を

渕

緻

盈
口
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◆
第
９
回
白
神
山
地
ブ
ナ
林
再
生
事
業

青
森
支
部

テ
ン
ト
で
野
営
し
な
が
ら
国
有
林
不

成
績
ス
ギ
造
林
地
を
天
然
林
に
返
す
た

め
の
作
業
。
単
な
る
植
樹
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ブ
ナ
林
の
キ
ノ
コ
料
理
、
ヤ
マ

ブ
ド
ウ
狩
り
、
野
鳥
や
野
生
動
物
と
の

出
会
い
な
ど
、
自
神
の
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
作
業
し
ま
す
。

日
程
　
９
月
１９
０
～
２１
日
０

作
業
内
容
　
ス
ギ
の
除
伐
、
下
刈
り
、

蔓
切
り
な
ど

定
員
　
６０
名

（達
し
次
第
締
め
切
り
）

申
込
み
　
村
田
孝
嗣
宛
　
〒
０
３
６
‐

８
３
２
３
　
弘
前
市
浜
の
町
東

５
‐
３
‐
１９
　
凹
０
１
７
２
‐
３

３
１
４
６
８
７
　
Ｑ
”
コ
σ
Ｃ
「
一◎
Ｆ

』ｏ
”
ｏ
ヨ
ｏ
「ｒ
Ｄ
①
・Ｕ

◆
紅
葉
山
行
の
お
知
ら
せ

事
業
委
員
会

恒
例
の
紅
葉
山
行
を
四
国
の
剣
山

ｏ

石
鎚
山
に
て
開
催
し
ま
す
。

日
程
　
１０
月
１０
０
～
１３
日
①

往
復
航
空
機
利
用

（羽
田
発

・

着
）
祖
谷
温
泉

・
面
河
渓

・
道

後
温
泉
に
宿
泊
、
行
程
中
移
動

は
貸
切
バ
ス
。

費
用
　
Ｈ
万
８
０
０
０
円

定
員
　
２０
名

申
込
み
　
９
月
２０
日
ま
で
に
は
が
き
か

メ
ー
ル
で
会
員
番
号

・
氏
名

・

住
所

・
電
話
番
号
を
明
記
し
山

崎
浩
子
宛

（〒
２
３
６
１
０
０

３
３
　
横
浜
市
金
沢
区
東
朝
比

本不
１
‐
６５
‐
３
　
く
―
〓
「〇
◎
「”
ω
・

∽〇
―
”
の
一・Ｄ
①
。」り

＊
申
込
者
に
は
詳
細
を
送
付
し
ま
す
。

◆
第
１１
回
写
真
展

「心
に
映
る
山
々
」

ア
ル
バ
イ
ン
フ
オ
ト
ク
ラ
ブ

山
岳
、
自
然
風
景
、
山
の
花
な
ど
約

６０
点
を
展
示
。

日
時
　
９
月
４
肉
～
９
日
ω
　
ｌＯ
～
１９

時
　
最
終
日
は
１７
時
ま
で

会
場
　
新
宿
野
村
ビ
ル

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（ＴＥＬ
０
３
‐
３
３
４
６
‐
３
２
６

１
）

問
合
せ
　
代
表

・
羽
田
栄
治

（肌
０
３

‐
３
３
９
９
‐
３
９
７
５
）

＊
入
場
無
料

＊
本
展
終
了
後
、
支
部
で
の
巡
回
展
示

の
希
望
が
あ
れ
ば
相
談
し
ま
す
。

◆
第
１
回
山
岳
文
化
学
会
大
会

山
岳
文
化
出天
〓

今
年
３
月
に
設
立
さ
れ
た
本
学
会
で

は
、
第
１
回
の
大
会
開
催
に
あ
た
り
、

研
究
発
表
の
演
題
を

一
般
か
ら
募
集
し

Ｈ
月
２９
～
３０
日

（予
定
）

東
京
周
辺
を
予
定

演
題
内
容
　
山
の
人
文
、
山
の
自
然
、

登
山
行
動
と
登
山
者
、
山
岳
地

域
研
究
な
ど
山
岳
に
関
す
る
こ

と
が
ら
全
般
。

演
題
締
切
り
　
９
月
３０
日

口
演
時
間
　
口
演
２０
分
、
討
論
５
分

参
加
費
　
３
０
０
０
円

問
合
せ
　
〒
１
７
０
‐
０
０
１
３
　
豊

島
区
東
池
袋
４
１
２
‐
７
　
萬
栄

ビ
ル
５
０
１
　
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ

協
会
内
　
山
岳
文
化
学
会
大
会

係
　
ＴＥＬ
０
３
‐
３
９
８
８
１
８
４

７
４
　
凹
０
３
‐３
９
８
８
‐８

５

０

２

◆
氷
河
公
園
の
実
地
研
修
山
行

山
の
自
然
学
研
究
会

昨
年
に
続
き
、
氷
河
作
用
の
顕
著
に

現
れ
た
錦
秋
の
槍
沢

・
天
狗
原
を
再
訪
。

高
山
植
物
の
保
護
な
ど
に
は
氷
河
地
形

を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

期
日
　
９
月
２８
０
～
３０
日
ω

集
合
　
２８
日
７
時
３０
分
山
研
、
８
時
出

発

（前
夜
泊
も
可
）

行
程
　
山
研
―
槍
沢
ロ
ッ
ジ

（泊
）
―

天
狗
原
―
横
尾
山
荘

（泊
）
―

横
尾
岩
小
屋
跡
―
横
尾
卜

一高

地

（解
散
）

費
用
　
実
費
２
万
円

（資
料
配
付

・
宿

泊
代
）

程
度
　
健
脚
向

・
初
冬
登
山
装
備

定
員
　
１２
名

同
行
　
Ｌ
船
橋
明
、
Ｓ
Ｌ
櫛
田
勁

申
込
み
　
９
月
１０
日
ま
で
に
船
橋
明
宛

（Ⅲ
０
４
６
７
‐３
２
‐３
０
１

１
）

＊
山
岳
保
険
等
に
未
加
入
の
人
は

「上

高
地
山
岳
保
険
」
に
加
入
の
こ
と
。

◆
山
研
合
宿
　
　
　
　
　
　
山
遊
会

霞
沢
岳
に
登
っ
た
後
、
山
研
で
１
泊
、

恒
例
の
懇
親
会
を
開
催
。
山
遊
会
会
員

お
よ
び
入
会
希
望
者
の
ご
参
加
を
お
ま

ち
し
て
ま
す

（１０
名
限
定
）
。

日
時
　
９
月
１３
０
～
１５
日
０

集
合
　
１３
日
１２
時
３０
分
　
上
高
地
山
研

前

（霞
沢
岳
登
山
希
望
者
）
。

懇
親
会
の
み
出
席
の
方
は
、
各

自
自
由
に
１４
日
、
山
研
に
集
合
。

申
込
み
　
氏
名
、
住
所
、
電
話
、
会
員

番
号
を
表
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
、

メ
ー
ル
で
８
月
２５
日
ま
で
に
。

（〒
１
９
０
‐
０
０
０
３
　
立
川

市
栄
町
５
‐
５０
‐
１８
　
ＴＥＬ
・Ⅲ
０

場 日 ま
所 程 す
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４

２

１
５

３

７

１
３

４

５

７

が
”ヽ
ヨ
”
◎
こ

，
Ｆ
Ｔ
コ
ｏ
ｂ
①
・Ｕ

担
当
　
山
本
憲

一

◆
恵
那
山
と
南
木
曽
岳
山
行

つ
く
も
会

紅
葉
の
恵
那
山
と
木
曽
の
名
峰
南
木

曽
岳
を
め
ぐ
る
山
行
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
の

方
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

日
程
　
１０
月
１７
日
０
２２
時
　
新
宿
駅
西

日
東
京
三
菱
銀
行
前
集
合

１８
日
０
　
神
坂
峠
―
恵
那
山
―

昼
神
温
泉

（懇
親
会

・
泊
）

１９
日
０
　
南
木
曽
岳
登
山
―
新

宿

参
加
費
　
１
万
８
千
～
２
万
円

（バ
ス

代
、
１
泊
２
食
）

移
動
　
貸
切
バ
ス

募
集
　
１６
名

（先
着
順
）

申
込
み
　
９
月
１５
日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ

キ
か
メ
ー
ル
に
会
員
番
号
、
氏

名
、
連
絡
先
、
恵
那
山
行
を
明

記
し
徳
永
泰
朗
宛

（〒
１
８
０

‐
０
０
０
６
　
武
蔵
野
市
中
町

２
１
２８
１
１２
一〇
π
Ｃ
ω
◎
０
”
「π
Ｏ
〓
く
・

コ
①
・」０
）

＊
地
方
支
部
会
員
の
自
家
用
車
に
よ
る

現
地
参
加
も
お
受
け
し
ま
す
。

＊
詳
細
は
参
加
者
に
別
途
ご
案
内
。

◆
紅
葉
の
西
丹
沢
ハ
イ
ク

９７
同
期
会

晩
秋
の
西
丹
沢
を
訪
れ
、
ブ
ナ
や
ミ

ズ
ナ
ラ
の
紅
葉
を
め
で
る
静
か
な
山
旅
。

同
期
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時
　
Ｈ
月
８
０
～
９
日
０

行
程
　
新
松
田
駅

（バ
ス

ｏ
車
）
―
西

丹
沢
―
善
六
の
タ
ワ
ー
畦
が
丸

―
大
滝
峠
上
―
大
滝
橋
―
丹
沢

湖

（９
日
は
自
由
山
行
）

宿
泊
　
民
宿
　
落
合
館
　
肌
０
４
６
５

１
７

８

１
３

１

９

０

費
用
　
約
１
万
円

（宿
泊
、
懇
親
会
、

バ
ス
代
等
）

申
込
み
　
ハ
ガ
キ
に
①

ハ
イ
ク
、
②
懇

親
会
③
宿
泊
の
参
加
希
望
を
明

記
の
う
え
１０
月
２０
日
ま
で
に
Ｊ

Ａ
Ｃ
事
務
局
９７
同
期
会
メ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス
宛

問
合
せ
　
皆
川
恵
男

（ＴＥＬ
０
４
２
１
３

７
３
‐
３
０
０
３
）

会
員
異
動

物
故

草
替
広
正

（１
２
０
１
７
）
０３
・

松
本
英

一

（７
８
６
５
）
　

０３
ｏ

退
会

元
井
　
芳
正

（６
０
９
０
）

木
村
　
友
弥

（６
１
７
５
）

川
村
　
治
朗

（６
２
２
１
）

増
田
富
三
男

（１
０
７
２
９
）

小
林
　
　
晃

（１
０
８
２
８
）

関  越
西  後

6 5
26 30

山 柚 山 柴 杉
内 木 城  井

和 泰 貞 昌 昭
子 幸 雄 実 雄

終
身
会
員

野
田
耕

一
郎

（５
６
７
８
）

四
■
国
回
目

６
月

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

９

日

１０

日
17 16 13 12 11
日 日 日 日 日

（１
０
９
６
１
）

（１
１
４
２
９
）

（１
２
２
７
８
）

（１
２
８
５
９
）

（１
３
２
５
７
）

百
年
史
委
員
会
　
総
務
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

臨
時
理
事
会
　
山
岳
地
理
ク
ラ

ブ
　
０２
同
期
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

０１
同
期
会

学
生
部
委
員
会
　
指
導
委
員
会

総
務
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
二
火
会
　
ア
ル

パ
イ
ン
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
つ
く
も
会
　
休
山
会

山
の
自
然
学
研
究
会

フ
イ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

資
料
委
員
会

百
年
史
委
員
会
　
自
然
保
護
委

員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
小
委

員
会
　
００
同
期
会

福
井

19 18
日 日日

三
水
会
　
山
研
運
営
委
員
会

科
学
委
員
会
　
会
報
編
集
委
員

会
　
青
年
部
　
山
遊
会

緑
爽
会

自
然
保
護
委
員
会
　
九
五
会

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

事
業
委
員
会
　
９７
同
期
会

資
料

・
映
像
委
員
会
　
事
業
委

員
会
　
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

６
月
来
室
者
６３４
人

日日

■
訂
正

７
月

（６
９
８
）
号
１５
ペ
ー
ジ
３
段

１６
行
、
村
山
祐
嗣
は
裕
嗣
の
誤
り
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

¨
編
集
後
記
¨

●
会
務
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、
来
月
号

は
７
０
０
号
記
念
と
し
て
１
度
だ
け
オ

ー
ル
カ
ラ
ー
印
刷
と
な
り
ま
す
。
楽
し

み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

（今
村
）
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